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10月24日は
中野の魅力を再発見！  …８
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小学校運動会

今月の合冊

みんなでしっかり予防しましょう！　新型インフルエンザ・季節性インフルエンザにご注意を！

平成20年度
　　　決算の概要 　　…２

農業委員会だより

働く婦人の家だより

ちょうげんぼう

文化なかの
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平成21年10月号３ 平成21年10月号 ２

会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額
一　　般　　会　　計 201億 8,032 198億 3,240

特別会計

国民健康保険事業 48億 6,106 48億 5,022
老人保健医療事業 4億 1,937 3億 8,851
後期高齢者医療事業 3億 4,572 ３億 4,244
介護保険事業 28億 7,388 28億 4,564
社会就労センター事業 8,603 8,602
住宅改修資金貸付事業 885 726
倭財産区事業 214 162
永田財産区事業 42 34
中野財産区事業 413 395
情報通信施設事業 5,848 5,831
下水道事業 22億 3,611 22億 1,052
農業集落排水事業 6億 6,604 6億 5,516

小　　　計 115億 6,223 114億 4,999
 企業会計 水道事業（収益的収支） 9億 4,468 8億 9,194

総　　　　　計 326億 8,723 321億 7,433

平成 20年度会計別決算額　　　　　　　　 　　単位：万円

決
算

平
成
20
年
度

①市民一人ひとりに開かれた
　住民参加と協働のまちづくり
○地域情報基盤整備事業〈情報基盤を整備〉・・
　・・・・・・・・・・・・４億６，１８２万円
○公共交通対策事業〈公共交通の運行維持、利用
　促進など〉・・・・・・・・・４，０６８万円

②思いやりと地域の連帯で支える
　健康福祉のまちづくり
○中国残留邦人生活支援事業〈中国残留邦人等の
　生活支援など〉・・・・・・・・・８１０万円
○健康増進健康診査事業〈40～70歳の生活習慣病
　予防など〉・・・・・・・・・８，４１２万円

③子どもの元気をふるさとの
　未来につなげるまちづくり
○児童クラブ施設整備事業〈平野児童クラブ施設
　整備〉・・・・・・・・・・・２，４１９万円
○妊婦乳児健康診査委託事業〈妊婦健康診査の拡
　大〉・・・・・・・・・・・・１，５８７万円

④地球環境との共生と豊かな心の人間社会づくり
○環境公害防止対策事業＜放置廃タイヤ支援撤去
　事業など＞・・・・・・・・・・・６９３万円
○ごみ減量化・再資源化事業＜信州中野環境祭の
実施など＞・・・・・・・・・３，４５０万円

⑤産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり
○林業経営構造対策事業費〈えのき茸の液種菌製
造施設の整備支援など〉・４億５，１４８万円

○土人形の里づくり事業費〈まちなか交流の家の
　運営など〉・・・・・・・・・・・８９５万円

⑥地域が育て地域が守る教育と文化のまちづくり
○耐震補強事業〈小・中学校の耐震診断などの実
施〉・・・・・・・・・・・・３，０８５万円

○特別支援教育支援員配置事業〈個に応じたきめ
細やかな指導の推進など〉・・２，００８万円

⑦安全・快適で機能的な都市基盤づくり
○幹線道路整備事業＜幹線道路の新設、拡幅改良
工事の実施＞・・・・・・２億１，７００万円

○都市計画マスタープラン策定事業〈都市計画の
指針となる都市計画マスタープランの策定〉・

　・・・・・・・・・・・・・・・・４０４万円

７
月
28
日 

牛
出
地
籍
の
放
置
廃
タ
イ
ヤ

の
運
び
出
し
が
完
了

平成20年度に実施した主な事業

歳　入
201億8,032万円
（100％）

一般会計

市税
58億1,167万円
（28.8％）

国庫支出金
13億2,410万円（6.6％）

市債　10億0,524万円（5.0％）

諸収入
19億0,025万円（9.4％）

地方消費税交付金　4億2,798万円（2.1％）

県支出金
13億0,024万円（6.4％）

その他　
14億0,480万円（7.0％）

繰入金　6億5,116万円（3.2％）

地方交付税
63億5,488万円
（31.5％）

歳入

歳　出
198億3,240万円
（100％） 総務費

38億9,950万円
（19.7％）

民生費
43億4,189万円
（21.9％）

衛生費
16億7,833万円
（8.5％）

教育費
14億2,418万円（7.2％）

土木費
30億4,130万円
（15.3％）

農林水産業費　
13億7,872万円（7.0％）

その他　2億5,362万円（1.3%)
商工費　5億2,615万円 （2.6%)

消防費　6億6,574万円（3.3％）

公債費　
26億2,297万円
（13.2％）

歳出

　

平
成
二
十
年
度
の
国
内
経
済
は
、

原
油
価
格
の
高
騰
に
始
ま
り
輸
出

不
振
に
よ
る
景
気
後
退
、
昨
年
九

月
以
降
は
金
融
危
機
に
よ
る
世
界

同
時
不
況
が
広
が
り
、
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
及
ん
だ

昭
和
四
十
九
年
一
月
か
ら
三
月
期

以
来
の
低
い
成
長
率
と
な
り
ま
し

た
。

　

長
野
財
務
事
務
所
が
、
最
近
の

県
内
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
ま
と

め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
「
厳
し
い

状
況
に
あ
る
も
の
の
一
部
に
持
ち

直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
」
と
し

て
い
る
一
方
「
雇
用
情
勢
は
さ
ら

に
悪
化
し
て
い
る
」
と
、
ま
と
め

て
い
る
よ
う
に
、
今
後
は
一
日
も

早
い
景
気
回
復
が
待
た
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
こ
の
景
気
回
復

を
最
優
先
す
る
と
と
も
に
、
国
民

の
生
活
と
経
済
を
守
る
た
め
、
景

気
対
策
三
段
ロ
ケ
ッ
ト
と
銘
打
ち
、

国
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
べ
く
、

平
成
二
十
年
度
第
一
次
補
正
予
算

お
よ
び
第
二
次
補
正
予
算
、
さ
ら

に
は
平
成
二
十
一
年
度
新
年
度
予

算
に
お
い
て
、
経
済
対
策
予
算
を

計
上
し
、
経
済
財
政
政
策
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

基
本
的
に
は
平
成
二
十
年
六
月

に
閣
議
決
定
し
た
「
経
済
財
政
改

革
の
基
本
方
針
２
０
０
８
」
に
基

づ
き
政
策
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
市

に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年

度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

正
予
算
対
応
も
含
め
、
ほ
ぼ
順
調

に
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
面
で
は
、
景

気
後
退
に
よ
る
影
響
で
、
法
人
市

民
税
が
昨
年
に
比
べ
て
大
幅
に
減

収
と
な
り
、
市
税
全
体
を
み
て
も

対
前
年
度
比
を
か
な
り
下
回
る
減

収
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
お
よ
び
国
の
経
済

対
策
に
よ
る
安
心
実
現
お
よ
び
生

活
対
策
交
付
金
の
活
用
、
使
用
料

お
よ
び
手
数
料
に
お
い
て
は
、
ご

み
処
理
の
有
料
化
に
伴
う
一
般
廃

棄
物
処
理
手
数
料
の
増
、
諸
収
入

で
は
、
新
幹
線
関
連
事
業
対
策
に

伴
う
増
な
ど
が
あ
り
、
厳
し
い
状

況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
財
源
の

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
歳
入
と
の
関
連

に
よ
る
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
や
、

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
経
済
対
策

交
付
金
お
よ
び
新
幹
線
関
連
事
業

に
伴
う
渇
水
対
策
に
よ
る
事
業
費

の
増
、
障
害
者
福
祉
費
や
老
人
医

療
費
の
社
会
保
障
に
係
る
増
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
、
福
祉
都
市
の
実

現
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど
市
民

生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
重
点
的

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
基
本
構
想
の
都
市
像

と
し
て
定
め
た
「
緑
豊
か
な
ふ
る

さ
と 

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
七
つ
の
施
策

を
柱
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
二

〇
一
億
八
、
〇
三
二
万
円
、
歳
出

総
額
は
、
一
九
八
億
三
、
二
四
〇

万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
三

億
四
、
七
九
二
万
円
で
す
。
こ
の

う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
が

八
、
〇
〇
五
万
円
あ
る
た
め
、
実

質
収
支
で
は
、
二
億
六
、
七
八
七

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業

会
計
を
加
え
た
十
四
会
計
全
体
で

は
、
歳
入
総
額
は
三
二
六
億
八
、

七
二
三
万
円
、
歳
出
総
額
は
三
二

一
億
七
、
四
三
三
万
円
と
な
り
ま

し
た
。



平成21年10月号7 平成21年10月号 ４５

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
る
際
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
…

問い合わせ先　市役所健康長寿課健康管理係　☎（２２）２１１１（内線２４２）

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
を
受
け
る
前
に
、
ま
ず
下

記
の
説
明
を
よ
く
読
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
こ
の
予
防
接
種
に
関
し

て
気
に
か
か
る
こ
と
や
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
接
種
を
受
け

る
前
に
担
当
の
医
師
、
看
護
師
ま

た
は
市
役
所
健
康
長
寿
課
、
乳
幼

児
に
つ
い
て
は
子
育
て
課
へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
十
分
に
納
得
で
き

な
い
場
合
に
は
、
接
種
を
受
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

予
診
票
は
接
種
を
す
る
医
師
に

と
っ
て
、
予
防
接
種
の
可
否
を
決

め
る
大
切
な
情
報
で
す
。
基
本
的

に
は
、
接
種
を
受
け
る
本
人
ま
た

は
、
そ
の
保
護
者
が
責
任
を
も
っ

て
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い

情
報
を
医
師
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
前
に（
説
明
書
）

　65歳以上の方などを対象に季節性インフルエン
ザの予防接種を実施します。
　なお、この予防接種は希望される方のみで、接
種の義務はありません。

接種対象者
６５歳以上の方（満年齢）
※６０歳以上６５歳未満の方で一定
の障害がある方も対象になります

接種期間 平成２１年１０月１５日㈭～
平成２１年１２月３０日㈬

接種回数 １回

一部自己
負担額

１，０００円
※上記対象者のうち生活保護受給者
は無料です（被保護者証明書をお
持ちください）

受けられる
医療機関　

中野市内の医療機関
※市外の医療機関をご希望の方は健
康長寿課まで、ご連絡ください

申し込み 事前に医療機関へ必ず、確認・予約を
してください

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に住所、氏名、年齢等
が確認できる物（保険証、免許証等）
を提示してください

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があ
りますので、記入後提出してください

季節性インフルエンザの予防接種

　季節性インフルエンザの予防接種は、任意（法
定外）接種でありますが、子育て支援として保護
者の経済的負担の軽減を図るため、新たに平成21
年10月から接種費用の一部を助成しています。

接種対象者 平成１５年４月２日以降に生まれた
就学前の乳幼児で接種を希望する児

接種助成
期間

平成２１年１０月１日㈭～
平成２２年３月３１日㈬　

助成金額

１人１回につき１，０００円を助成し
ます
※医療機関では、掛かった費用から
1,000円を差し引いた金額をお支
払いいただきます

受けられる
医療機関　

中野市内の医療機関　　
※市外の医療機関をご希望の方は
　子育て課まで、ご連絡ください

申し込み 事前に医療機関へ必ず、確認・予約を
してください

接種当日持
参するもの

医療機関の窓口に住所、氏名、生年月
日が確認できるもの（保険証等）を提
示してください

予診票 医療機関の窓口に専用の予診票があ
りますので、記入後提出してください

高齢者の方 乳幼児の方
問市役所健康長寿課健康管理係
　☎（２２）２１１１（内線２４２）

問市役所子育て課子ども支援係
　☎（２２）２１１１（内線３５６）

新型インフルエンザの対応について

①
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
方

　

一
般
的
に
、
体
温
が
三
七
・
五

　

度
以
上
の
場
合
を
指
し
ま
す
。

②
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

　

急
性
の
病
気
で
薬
を
飲
む
必
要

の
あ
る
人
は
、
そ
の
後
の
病
気

の
変
化
が
わ
か
ら
な
く
な
る
可

能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
日
は

接
種
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
原

則
で
す
。

③
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
っ

て
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
呈

し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
方

　

「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と
い

う
の
は
、
通
常
三
十
分
以
内
に

起
こ
る
ひ
ど
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
の
こ
と
で
す
。
発
汗
、
顔
が

急
に
は
れ
る
、
全
身
に
ひ
ど
い

じ
ん
ま
し
ん
が
出
る
、
吐
き
気
、

嘔
吐
（
お
う
と
）
、
声
が
出
に

く
い
、
息
が
苦
し
い
な
ど
の
症

状
に
続
き
、
血
圧
が
下
が
っ
て

い
く
激
し
い
全
身
反
応
で
す
。

④
以
前
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た
と
き
、

二
日
以
内
に
発
熱
、
発
疹
、
じ

ん
ま
し
ん
の
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思

わ
れ
る
異
常
が
み
ら
れ
た
方

⑤
過
去
に
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ

れ
て
い
る
方 

⑥
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
な
状

態
と
判
断
し
た
場
合

※
①
〜
⑤
に
入
ら
な
く
て
も
、
医

師
が
接
種
不
適
当
と
判
断
し
た

時
は
、
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

①
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
や

血
液
、
そ
の
他
慢
性
の
病
気
で

治
療
を
受
け
て
い
る
方

②
今
ま
で
に
、
け
い
れ
ん
を
起
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
方

③
今
ま
で
に
、
喘
息
と
診
断
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
方

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

①
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間

は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
医
師
（
医
療

機
関
）
と
す
ぐ
に
連
絡
を
取
れ

新型インフルエンザの本格的な流行が始まっています。
市民の皆さんは、より一層の感染予防の対応をお願いします。

　新型インフルエンザ（A／H１N１）の予防接種については現在、厚生労働省で準備中
です。詳細が決定され次第お知らせします。
　ご不明な点は、市役所健康長寿課までお問い合わせください。

◎予防の基本は…うがい・手洗い・咳エチケット

◇
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
人

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
た
後
は

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
の
多
く
は
、
24

時
間
以
内
に
出
現
し
ま
す
の
で
、

特
に
こ
の
間
は
体
調
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

③
接
種
当
日
は
い
つ
も
通
り
の
生

活
を
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、

激
し
い
運
動
や
大
量
の
飲
酒
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

④
入
浴
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

が
、
注
射
し
た
部
位
を
強
く
こ

す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

成
分
ま
た
は
鶏
卵
、
鶏
肉
、
そ

の
他
の
鶏
由
来
の
も
の
に
対
し

た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
こ
と
の
あ
る
方

◇
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
受
け
る
に
あ
た
っ

て
、
医
師
と
よ
く
相

談
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
方

　基礎疾患（慢性呼
吸器疾患、糖尿病な
ど）を有する方、妊
娠中の方および乳幼
児は、早期受診・早
期治療を心がけてく
ださい。

ご注意‼



れ
以
外
の
場
合
は
、
三
十
九
万
円

に
な
り
ま
す
。

○
支
払
い
方
法

　

医
療
保
険
者
等
か
ら
出
産
一
時

金
が
医
療
機
関
等（

病
院
な
ど）

に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
（
直

接
支
払
制
度
）
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関

か
ら
の
説
明
の
う
え
意
思
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

直
接
支
払
制
度
を
利
用
し
な
い

方
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
市
役
所

の
窓
口
で
の
申
請
に
よ
り
口
座
へ

平成21年10月号7 平成21年10月号 ６７

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
期
間
を
限
定
し
て
、
出
産

一
時
金
を
増
額
す
る
た
め
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条

例
」
の
一
部
改
正

　

平
岡
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

設
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　

平
成
二
十
一
年
度
の
一
般
会
計

予
算
に
、
一
五
億
五
、
九
二
九
万

一
、
〇
〇
〇
円
を
追
加
し
て
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
、
一
九
九
億

一
、
一
七
七
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
企
画
調
整
事
務
費

で
、
旧
中
野
高
校
跡
地
利
活
用
調

査
委
託
料
二
五
〇
万
円
を
追
加
●

地
域
情
報
基
盤
管
理
事
業
費
で
、

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
伝
送
路
ケ
ー
ブ

ル
工
事
費
二
、四
四
九
万
円
を
追
加

〈
民
生
費
〉
●
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
事
業
費
で
、
平
岡
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
施
設
工
事
費
一
三
一
万

余
円
を
増
額
●
子
育
て
応
援
特
別

　９月２日から18日まで、17日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案２件、予算案11件、決算認定14件、事件案
６件のあわせて33件が審議され、いずれも原案どおり可決及び認定
となりました。また、決議、意見書などについても審議されました。
　ここでは、主な内容をお知らせします。

９月の市議会定例会報告

条
　
例

手
当
（
二
十
一
年
度
版
）
事
業
費

で
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
給
付

金
等
四
、
七
七
四
万
余
円
の
追
加

〈
衛
生
費
〉
●
医
師
確
保
対
策
事

業
費
で
、
医
師
確
保
対
策
と
し
て
、

産
科
医
に
対
す
る
補
助
金
四
二
三

万
余
円
を
追
加
●
予
防
接
種
事
業

費
で
、就
学
前
児
童
の
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
者
に
対
す
る
予
防

接
種
補
助
金
二
九
四
万
円
を
追
加

〈
労
働
費
〉
●
労
働
者
福
祉
事
業

費
で
、
労
働
金
庫
預
託
金
三
〇
〇

万
円
を
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
園
芸
産
地

育
成
事
業
費
で
、
強
い
園
芸
産
地

育
成
補
助
事
業
採
択
に
伴
う
園
芸

産
地
育
成
事
業
補
助
金
一
一
四
万

余
円
を
増
額
●
農
業
用
水
路
等
維

持
管
理
事
業
費
で
、
水
路
等
の
整

備
に
伴
う
、
水
路
等
修
繕
工
事
費

五
九
八
万
余
円
を
増
額

〈
商
工
費
〉
●
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
費
で
、
陣
屋
前
広
場
整
備
に

伴
う
、
原
材
料
費
等
九
三
万
余
円

を
追
加

〈
土
木
費
〉
●
舗
装
事
業
費
で
、

舗
装
新
設
及
び
表
層
舗
装
工
事
費

三
、
六
七
〇
万
円
を
増
額
●
道
路

維
持
事
業
費
で
、
道
路
等
修
繕
工

事
費
一
、
五
〇
〇
万
円
を
増
額
●

街
路
整
備
事
業
費
で
、
物
件
調
査

業
務
委
託
料
等
一
、
〇
三
三
万
余

円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
整
備
事

業
費
で
、延
徳
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
整
備
に
伴
う
、建
設

工
事
費
一
、八
二
六
万
余
円
を
増
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
設
置
事
業
費
で
、
学
校

情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
に
伴
う
、

備
品
購
入
費
七
、
二
二
六
万
円
を

追
加
●
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
設
置
事
業
費
で
、
学
校
情
報
通

信
技
術
環
境
整
備
に
伴
う
、
備
品

購
入
費
二
、
六
二
四
万
円
を
追
加

〈
災
害
復
旧
費
〉
●
農
林
水
産
施

設
災
害
復
旧
費
で
、
工
事
請
負
費

一
億
三
、
九
一
六
万
余
円
を
追
加

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
で
、

工
事
請
負
費
一
億
二
、
〇
四
〇
万

円
を
追
加

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
保
険

給
付
費
で
、
出
産
育
児
一
時
金
の

引
き
上
げ
に
伴
う
、
出
産
育
児
一

時
金
一
二
〇
万
円
を
増
額

〈
老
人
保
健
医
療
事
業
〉
●
諸
支

出
金
で
、
平
成
二
十
年
度
医
療
給

付
費
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
、
国

庫
負
担
金
返
還
金
三
、
一
〇
七
万

余
円
を
追
加

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉
●
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

で
、平
成
二
十
年
度
普
通
徴
収
分
に

係
る
保
険
料
の
確
定
に
伴
う
、保
険

料
等
負
担
金
三
一
八
万
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
地
域
包
括

支
援
事
業
費
で
、
嘱
託
員
報
酬
一

二
二
万
円
を
増
額

〈
倭
財
産
区
事
業
〉
●
総
務
費
で
、

財
産
区
財
産
造
成
基
金
積
立
金
五

六
万
余
円
を
増
額

〈
永
田
財
産
区
事
業
〉
●
総
務
費

で
、
財
産
造
成
基
金
積
立
金
三
〇

万
余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
基
金
積
立
金

で
、
公
共
下
水
道
施
設
整
備
基
金

積
立
金
二
、四
五
八
万
余
円
の
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
基
金

積
立
金
で
、農
業
集
落
排
水
施
設
整

備
基
金
積
立
金
八
二
四
万
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で
、

水
源
施
設
改
良
事
業
に
係
る
、
用

地
測
量
委
託
料
六
〇
万
円
及
び
導

水
流
量
計
更
新
工
事
費
六
〇
〇
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

除
雪
ド
ー
ザ
の
取
得

　

今
ま
で
以
上
に
円
滑
な
除
雪
体

制
を
確
保
す
る
た
め
、
除
雪
ド
ー

ザ
二
台
を
購
入
し
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
昨
年
行
っ
た
議

会
改
革
住
民
説
明
会
に
お
い
て
「

議
会
が
地
域
へ
出
向
き
住
民
の
意

見
を
聞
く
こ
と
は
よ
い
こ
と
で
あ

る
の
で
、
今
後
も
ぜ
ひ
実
施
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
一
年
九
月
議
会
定
例
会
の
報

告
と
住
民
懇
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

内
容　

・
議
会
報
告
会

・
懇
談
会

【
懇
談
会
の
テ
ー
マ
】

　

「
旧
中
野
高
等
学
校
跡
地
ほ
か

に
つ
い
て
」
を
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

○
第
一
回

　

十
一
月
十
二
日
㈭

　

午
後
六
時
三
十
分

　

市
民
会
館
四
十
一
号
会
議
室

○
第
二
回

　

十
一
月
十
三
日
㈮

　

午
後
六
時
三
十
分

　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室

【
そ
の
他
】

①
報
告
会
と
住
民
懇
談
会
に
は
、

全
議
員
が
出
席
す
る
予
定
で
す
。

②
ご
参
加
い
た
だ
く
会
場
の
指
定

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
都
合

の
良
い
日
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

③
初
め
に
九
月
議
会
の
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
質
疑
等
を
受

け
た
後
、
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

④
終
了
時
刻
は
、
午
後
八
時
三
十

分
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
議
会
事
務
局
庶
務
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

議
会
報
告
会

住
民
懇
談
会

　

平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降

に
出
産
さ
れ
る
方
か
ら
出
産
育
児

一
時
金
の
支
給
額
と
支
払
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
出
産
に
限
り
ま
す
。

○
支
給
額

　

現
行
の
三
十
八
万
円
か
ら
四
万

円
が
引
き
上
げ
と
な
り
四
十
二
万

円
に
改
正
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
四
十
二
万
円
の
支
給

を
受
け
る
に
は
、
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
す
る
医
療
機
関
で
出

産
し
た
場
合
等
に
限
り
ま
す
。
そ

を
開
催

　

し
ま
す

中
野
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
出
産
育
児
一
時
金

支
給
額
と
支
払
い
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

こ
の
要
綱
は
、
大
気
中
に
飛
散

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
ア
ス
ベ
ス
ト

に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
対
象
と
な
る

建
築
物
の
所
有
者
等
が
行
う
「
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
」
お
よ
び

「
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
」
に
対
し

て
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業

振
り
込
む
方
法
等
が
可
能
で
す
。

○
対
象
者

　

出
産
す
る
方
が
、
中
野
市
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。
（
以
前
会
社
等
へ
お

勤
め
さ
れ
て
い
て
退
職
後
六
カ
月

以
内
に
出
産
さ
れ
る
方
は
、
前
の

社
会
保
険
等
か
ら
支
払
わ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）

○
そ
の
他

　　

会
社
等
に
お
勤
め
の
方
で
、
お

勤
め
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
は
お
勤
め
先
で
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市
民
生
活
係　

☎
38
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

中
野
市
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

・
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
事
業

　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
吹
き
付
け
建
材
が

使
用
さ
れ
て
い
る
建
築
物
の
ア

ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
に
要
す
る

経
費

・
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
事
業

　
　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
ま
た

は
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
吹

き
付
け
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
が
使
用

さ
れ
て
い
る
建
築
物
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
吹
き
付
け
材
の
除
去
等

に
要
す
る
経
費

　

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
７
３
）

を
創
設

し
ま
し
た

  中野市災害対策本部
を廃止しました　

　８月６日㈭からの大雨に伴い、中野
市災害対策本部を８月７日㈮午前８時
45分に設置し対応してまいりましたが、
被害額が確定し、復旧に係る手続きが
整いましたので、９月14日㈪午前９時
30分をもって同本部を廃止しました。
皆様のご協力、ありがとうございました。

補 
正 
予 
算

財
産
の
取
得



10月
24日
は

中野
の魅
力を
再発
見！
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《見どころ》☆信越放送『ラジオ出たとこ勝負』生放
送☆なかのEbesa（九斎市、THE☆若者まちなか音楽会）☆
中野陣屋・県庁記念館☆東横町（あんと市）☆高梨館跡公
園（秋の“高梨まつり”）☆霊閑寺☆日本土人形資料館（日本
土人形資料館まつり）☆巡り逢いの丘☆如法寺（大悲閣観音
堂）☆中野陣屋前広場　農産物直売所（秋の味覚と巡り逢
い）☆旧中野高等学校（信州中野 環境祭）

信州中野 環境祭

立志館高校 資料館まつり
（500ｍ地点）

中野陣屋前広場
ゴール地点（2,200ｍ）
・なかのＥbesa
・九斎市
・ＴＨＥ☆若者まちなか音楽会
・秋の味覚と巡り逢い

秋の”高梨まつり”
（1,500ｍ地点）

（1,000ｍ地点）

旧中野高等学校
スタート地点

巡り逢いの丘

あんと市
（2,000ｍ地点）

◇なかの巡りＥＹＥウォーク◇コース図

　ごみと資源物の分け方からリサイクル行程、中野市
の自然環境から地球温暖化に至るまで、市民の皆さん
が環境問題を楽しみながら知っていただく機会として
「信州中野 環境祭」を開催します。
　ご家族皆さんでお出かけください。
　詳細は、今月中旬に全戸配布するチラシをご覧くだ
さい。
期日　10月24日㈯　　時間　午前10時～午後３時
会場　旧中野高等学校
内容　体験や工作コーナー、企業・団体ブースなど

マイ食器（皿・箸など）をご持参ください。
　やきそば、おやき、パンなどの販売もあります。
マイ食器を持参されるとサービスがあるかもしれ
ません。（食器拭きもご用意ください。）

問い合わせ先　市役所環境課衛生係　
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２４５）

“みんなで高めよう地域力！”

みんなのアイデアボード募
集！

～自分たちのまちは、自分たちで暮
らしやすくしたい！～

　まちづくりの主役は住民！あ
なたが気になっている

ことを事業として提案してみま
せんか？アイデアの

キーワードは「協働のまちづく
り」です。

　信州中野環境祭の当日、会場
に用意してある用紙へ

アイデアを記入していただき、
ボードへ貼り付けて下

さい。内容は「市民の皆さんと
中野市が協働で取り組

むことにより、地域課題の解決
が図られる事業」や

「中野の価値を創出することに
より、市民満足度が高

められ、具体的な効果が期待で
きる事業」などです。

　皆さんからいただいたアイデ
アは後日、中野市政策

情報課のホームページへ掲載し
ます。匿名でも結構で

すので、気軽にあなたのアイデ
アを正面玄関のボード

に残していってください！

期日　10月24日㈯　　時間　午
前10時～午後３時

会場　旧中野高等学校
問い合わせ先　市役所政策情報

課政策推進係　

　　　　　　　☎（２２）２１
１１（内線２１６）

　「秋の味覚と巡りＥＹＥ　五感で楽しむ信
州中野」をテーマに、10月24日㈯、市街地を
中心に開催している５つのイベントを巡るイ
ベント「第１回なかの巡りＥＹＥウォーク」
を開催します。
　当日は、旧中野高等学校「信州中野環境
祭」をスタート地点として、日本土人形資
料館・巡り逢いの丘「日本土人形資料館
まつり」→高梨館跡公園「秋の“高梨まつ
り”」→「あんと市」を見て感じながら散策
し、ゴール地点の中野陣屋前広場【「なかの
Ebesa」、「九斎市」、「THE☆若者まちなか
音楽会」、「秋の味覚と巡り逢い」】を目指
します。
　まだ、お申し込みいただいていない方は、
ぜひお申し込みください。（当日申し込みも
受け付けます。）

期　日　　10月24日㈯　雨天決行
主会場　　旧中野高等学校
　　　　　（受付・出発式・スタート）
　　　　　中野陣屋前広場
　　　　　（ゴール、抽選会）
　　　　　※ＳＢＣラジオ“ラジオ出たとこ勝
　　　　　　負”の生中継があります。
受　付　　午前10時30分～11時
出発式　　午前11時から
スタート　午前11時30分
ゴール　　ゴール締切時間　午後２時30分
　　　　　※ゴールでは参加者を対象にお楽
　　　　　しみ抽選会も行われます。

　【申し込みのご案内】　
　募集定員　３００人〈当日申し込み含む〉
　　　　　　（定員になり次第締め切ります）
　参加料　　１人５００円
　　　　　　（傷害保険料を含む）
　参加賞　　記念品、マップ入りクリアケース

問い合わせ先
なかの街並みウォーキング実行委員会事務局
（市役所商工観光課内）
☎（２２）２１１１（内線２５９）

信州中野 環境祭

～もっと身近に
　　　もっと楽しく～

　広報なかの６月号や市公式ホームページなど
で募集したところ、７点の水について、今後の
選定を更にすることとなりました。
　水質検査などをクリアした水は、最終選定と
して信州中野環境祭に来場された皆さんに試飲
していただきます。
　試飲結果を投票していただき、過半数を得た
水は、信州中野の名水として決定いたします。
　多くの方のご参加をお待ちしています。
問い合わせ先　市役所環境課環境係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２４７）

２００９

　昨年実施した、信州中野ものしり
博士検定（修士試験）の合格者を対
象に、博士試験を実施します。
　当日は「なかの巡りＥＹＥウォー
ク」および「信州中野環境祭」も開
催されますので合わせてご参加くだ
さい。

期日　10月24日㈯
時間　午前９時（受付）
試験　午前９時30分～10時30分
会場　旧中野高等学校
問い合わせ先　
市役所政策情報課政策推進係　　　
☎（２２）２１１１（内線２１６）

信州中野
ものしり博士検定
（博士試験）
　 を実施します

日本土人形資料館まつり
期日　10月24日㈯　　
時間　午前10時～午後２時
会場　日本土人形資料館・
　　　巡り逢いの丘
内容　
　⑴土人形制作体験コーナー
　　（奈良久雄氏による指導あり）
　⑵月の兎コーナー（「月の兎」関連グッズの販売）
　⑶食べる・買うコーナー（きのこ汁無料サービス、特
産品の販売）

　⑷キッズコーナー（粘土で干支の型抜き体験など）
　⑸オカリナコンサート
　⑹抹茶のサービス
　⑺信州デスティネーションキャーンペーンプレイベン
トへの協力

問い合わせ先　日本土人形資料館　☎（２６）０７３０
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中
野
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴

も
異
な
る
二
系
統
の
中
野
土
人
形

が
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在

も
制
作
さ
れ
て
い
る
全
国
に
類
を

見
な
い
地
域
で
す
。

　

毎
年
三
月
に
行
わ
れ
る
中
野
ひ

な
市
の
即
売
に
は
全
国
か
ら
愛
好

家
が
集
ま
る
「
土
人
形
の
里
」
で
、

土
人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

〜
土
人
形
の
里
　
信
州
中
野
〜

　

「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
〜

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
贈
る

漢
字
一
文
字
〜
」を
募
集
し
ま
す
！

　

子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
で
た

く
ま
し
く
成
長
し
、
活
力
あ
る
地

域
を
築
く
担
い
手
に
な
る
こ
と
は
、

私
た
ち
市
民
全
体
の
願
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
市
民
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
応

援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　

複
雑
多
様
化
す
る
現
代
か
ら
未

来
に
向
か
っ
て
生
き
抜
い
て
い
く

子
ど
も
た
ち
に
、
あ
な
た
は
、
ど

ん
な
エ
ー
ル
、声
援
を
贈
り
ま
す
か
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
贈

る
漢
字
一
文
字（

常
用
漢
字）

を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
理
由
も
お
願

い
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
漢
字
一

文
字（

常
用
漢
字）

と
そ
の
理

由
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記

し
て
い
た
だ
き
、
直
接
持
参
し
て

い
た
だ
く
か
、
市
内
の
公
共
施
設

等
に
設
置
さ
れ
た
応
募
箱
へ
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
（
携
帯
電
話
可
）
で

も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
用
紙
、
応
募
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
総
合
案
内
、
豊
田
支
所
、

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
各

公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
市
立
博

物
館
、
中
山
晋
平
記
念
館
、
高
野

辰
之
記
念
館
、
中
野
陣
屋
・
県
庁

記
念
館
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
、
も
み

じ
荘
、ま
だ
ら
お
の
湯
に
あ
り
ま
す
。

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

十
二
月
四
日
㈮

結
果
発
表
等　

大
賞
の
一
文
字
の

発
表
は
、
来
年
二
月
に
開
催
予
定

の
『
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
』

に
お
い
て
発
表
す
る
ほ
か
、
市
で

行
う
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
業

の
啓
発
に
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

広
報
な
か
の
平
成
二
十
二
年
三
月

号
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
９
‐
２
１
９
２

中
野
市
大
字
豊
津
二
五
〇
八
番
地

中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
推
進
係

☎
38
３
１
１
２
（
内
線
５
４
１
）

フ
ァ
ク
ス
38
３
１
１
７

Ｅ
メ
ー
ル　

sh
ogai@

city.
nakano.nagano.jp

作
品
募
集
中
！

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

贈
る
漢
字
一
文
字

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

贈
る
漢
字
一
文
字

信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
〜
第
４
弾
〜募

集
！

応
募
点
数　

一
人
一
点

応
募
料　

無
料
（
た
だ
し
材
料
費

と
し
て
人
形
代
を
小
学
校
の
部
は

一
〇
〇
円
、
一
般
の
部
は
三
〇
〇

円
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門　

・
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

・
小
学
校
高
学
年
の
部

・
一
般
の
部

応
募
締
切　

平
成
二
十
二
年
一
月

三
十
一
日
㈰　

午
後
四
時 

※
応
募
点
数
の
合
計
が
千
点
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り

ま
す
。

応
募
作
品　

十
月
一
日
以
降
に
制

作
し
た
自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
先
（
絵
付
け
す
る
場
所
）

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家

※
二
十
人
以
上
の
団
体
が
絵
付
け

す
る
場
合
は
、
事
前
に
日
本
土

人
形
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

各
賞
（
各
部
門
ご
と
）

・
最
優
秀
賞
一
点

・
優
秀
賞　

三
点

・
佳
作　

十
点

結
果
発
表　

平
成
二
十
二
年
三
月

上
旬
に
広
報
な
か
の
等
で
発
表
。

表
彰
式　

平
成
二
十
二
年
三
月

二
十
八
日
㈰

展
示
会
（
応
募
全
作
品
）　

平
成

二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
㈰
〜
四

月
一
日
㈭

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.city.
nakano.nagano.jp/

問
い
合
わ
せ
先

日
本
土
人
形
資
料
館

☎
26
０
７
３
０

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

昨年の各部門最優秀賞

　

市
で
は
、
十
一
月
一
日
現
在
で

中
野
市
に
住
民
登
録
を
し
て
あ
る

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
、
小

児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
者
の

方
お
よ
び
人
工
透
析
患
者
の
方
に

年
額
一
万
円
（
非
課
税
世
帯
）
も

し
く
は
五
千
円
（
課
税
世
帯
）
を

支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
中
野
市

高
齢
者
及
び
重
度
身
体
障
害
者
通

院
費
等
助
成
事
業
、
中
野
市
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給
付
金
支
給

事
業
、
中
野
市
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
介
護
慰
労
金
支
給
事
業
の

対
象
者
の
方
は
こ
の
激
励
金
の
支

給
対
象
者
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
、

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
が
、
給

与
所
得
者
（
従
業
員
）
に
毎
月
支

払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
引

き
落
と
し
、
従
業
員
に
代
わ
っ
て

市
へ
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。

　

地
方
税
法
で
は
原
則
と
し
て
、

所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の

あ
る
事
業
主
は
、
従
業
員
の
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
特
別
徴
収
を
導
入
し
て
い

な
い
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
導
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　市では、基幹産業である農業の後継者確保・育成
に積極的に取り組んでおり、市独自の補助制度を創
設するなど、担い手農家への手厚い支援を行ってい
ます。このたび、中野市農村女性活動推進委員会が
中心となって『Sweetsな出会い開催実行委員会』を
立ち上げ、市内の農業後継者と若い女性の皆さんの
出会い、ふれあう場を提供させていただきます。
期日　12月12日㈯
＜第１部　中野市産フルーツを使ったお菓子づくり＞
時間　午後２時から
会場　中央公民館　料理実習室
＜第２部　～Ｓｗｅｅｔｓなパーティー！～＞
時間　午後５時から
会場　サントス（中野市中央一丁目４番６号）
募集人員　30歳代までの未婚の女性10人程度
参加費用　３，０００円（パーティー参加費）
申込方法　電話、郵送、ファクス、Ｅメールいずれ
かの方法により11月６日㈮までにお申し込みくださ
い。なお、参加申込書は、市公式ホームページから
ダウンロードできます。
市公式ホームページ　http://city.nakano.nagano.jp/

問い合わせ・申し込み先
市役所農政課農政振興係
☎（22）２１１１（内線２５３）
ファクス（22）５９２４
Ｅメール　nosei@city.nakano.nagano.jp

ｗｅｅｔｓな出会いＳ 第１回

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
人
工
透

析
患
者
の
方
は
各
健
康
保
険
機
関

が
発
行
す
る
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方

は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
小

児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
者
の

方
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

診
券
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

十
一
月
六
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
４
）

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
導
入
の
お
願
い

特
定
疾
病
患
者
等
激
励
金
を
支
給
し
ま
す

特
別
徴
収
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

①
従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、

個
々
に
税
金
を
納
め
る
手
間
が

省
け
る
と
と
も
に
、
納
め
忘
れ

が
な
く
な
り
ま
す
。

②
納
期
が
毎
月
、
六
月
か
ら
翌
年

五
月
ま
で
の
十
二
期
分
割
で
あ

る
た
め
、
一
期
当
た
り
の
税
負

担
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

③
税
額
計
算
は
市
が
行
い
通
知
し

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
税

の
よ
う
に
事
業
所
が
税
額
を
計

算
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　９月28日、中野市を含む千曲川流域の市民団体、
スーパーなどの事業者、市町村によるレジ袋削減
のための協議会が設立され、地球環境に配慮した
レジ袋削減運動が更に推進されています。
　市では、この協議会へ参加し、一緒にレジ袋削
減に取り組んでいただける事業者の皆さんを募集
しています。詳しくはお問い合わせください。

　私たち一人ひとりが、買い物の際『レジ袋はい
りません。』と言うだけで、レジ袋を削減できます。
　ライフスタイルを見直し、できることから始め
ることで環境への負荷は必ず軽減されていきます。
　まずはレジ袋削減から取り組み、未来の子供た
ちへ豊かな地球環境を残していくための『はじめ
の一歩』を皆さんで踏み出していきましょう。
■あらかじめマイバッグや
マイバスケットを持って
出かける。
■缶ジュース１本、ガム１
個程度なら、シールを
貼ってそのまま受け取る。

千曲川流域レジ袋削減推進協議会が
設立されました

マイバッグ持参で
　　　　　レジ袋を減らしましょう

問い合わせ先
市役所環境課衛生係
☎（22）２１１１（内線２４５）
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中野市の人事行政の運営等の状況を公表します

④職務上の地位別職員数の状況（平成21年４月１日現在）
区　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

合計
一 般
行 政 職

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補

主事
技師

係長
副主幹
主査

主任主事
主任技師

課長補佐
主幹

副参事
課　長
次　長
室　長

参事
部長

参事幹

職員数（人） 16 42 129 35 34 21 10 287
構成比（％） 5.6 14.6 44.9 12.2 11.9 7.3 3.5 100

Ⅰ　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）

部　　　　門 職員数 対前年
増減数平成20年 平成21年

一般行政部門

議 会 5 5 0
総 務 企 画 87 85 △ 2
税 務 23 23 0
民 生 135 131 △ 4
衛 生 31 31 0
労 働 3 3 0
農 林 水 産 23 24 1
商 工 11 10 △ 1
土 木 36 34 △ 2
小 計 354 346 △ 8

特別行政部門教 育 52 51 △ 1
小 計 52 51 △ 1

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 14 12 △ 2
下 水 道 12 13 1
そ の 他 23 24 1
小 計 49 49 0

合 　 　 計 455 446 △ 9

②採用職員と退職職員

採用者数 退職者数
８人 16 人

採用者数は、平成21年４月１日の採用者数であり、退職者数
は平成20年４月１日から平成21年３月31日の退職者数（一部
事務組合等派遣職員を含む）

※職員数は一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職
者などを含みます。（一部事務組合などの派遣職員および臨
時などの非常勤職員を除く）

▼

増減理由
主な増員理由は、農林水産施策の充実、下水道業務増などによ
るものであり、主な減員理由は、機械化、事務の統廃合、調理
師の嘱託化、水道事務の効率化および維持管理の嘱託化による
ものです。

②職員の平均給料・給与月額と平均
年齢の状況（平成21年４月１日現在）

職種 平均給料月額 平均年齢
一 般
行 政 職

円
322,505

歳
42.3

注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬
　　を含みます。

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成21年４月現在）

職種 採用 初任給 経験年数
10～ 15年未満

経験年数
15～ 20 年未満

経験年数
20～ 25 年未満

経験年数
25～ 30 年未満

経験年数
30～ 35 年未満

経験年数
35 年以上

一 般
行 政 職 大学卒

円
172,200

円
289,000

円
323,700

円
353,000

円
395,900

円
421,400

円
430,200

高校卒 140,100 240,400 283,000 318,300 353,400 384,500 408,600

Ⅱ　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況
（ア）人件費の状況（平成20年度普通会計決算） （イ）職員給与費の状況（平成21年度普通会計予算）
住民基本台
帳人口（年
度末）

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人
47,218

千円
19,697,977

千円
3,751,456

％
19.0

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たり給与費
（Ｂ／Ａ） 共済費給料 職員手当 うち期末・勤勉手当 計Ｂ

人
394

千円
1,551,199

千円
815,621

千円
636,064

千円
2,366,820

千円
6,038

千円
421,919

注１）職員手当には、退職手当を含みません。
注２）給与費は、当初予算に計上された額です。
注３）職員数は、平成 21 年４月１日現在の人数です。

⑤職員手当の状況（平成21年４月１日現在）
期末・勤勉手当
６月期

（特定幹部職員）
12 月期

（特定幹部職員）
合計

（特定幹部職員）

期末
1.4 月分

（1.2 月分）
1.6 月分

（1.4 月分）
3.0 月分

（2.6 月分）

勤勉
0.75 月分

（0.95 月分）
0.75 月分

（0.95 月分）
1.5 月分

（1.9 月分）

退 職 手 当
勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最 高 限 度
その他特例

自己都合
23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

勧奨定年
30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

※期末・勤勉手当は、職務上の段階、職務の級な
どにより、加算措置があります。

※このほか、扶養手当、住居手当、通勤手当、管
理職手当、日宿直手当、寒冷地手当、時間外勤
務手当などがあります。

⑥特別職の報酬などの状況（平成21年４月１日現在）
※期末手当支給額算出時、給料報酬額に100

分の40の加算措置があります。
区 分 給料月額（円）区 分 報酬月額（円） 期末手当支給割合
市 長 823,000 議 長 385,000 　６月期　1.60月

　　12月期　1.75月（計3.35月分）副 市 長 671,000 副 議 長 326,000
教 育 長 575,000 議 員 303,000

Ⅲ　職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
職員の勤務時間は１日８時間、週40時間であり、原則、始業時間が午前８時30分、終業時間が午後５時30分です。また、休暇
などの種類には、年次休暇、療養休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚、職員の出産、忌引など）、介護休暇、組合休暇、
育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況、育児休業および介護休暇の取得状況は、次頁冒頭①、②のとおりです。
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①年次休暇取得状況
平均取得日数 9.4日

年次休暇の平均取得日数は、
平成20年１月１日から12月31
日までの、１人当たりのもの
です。

（注）

②育児休業の取得状況（平成20年度）

（注）年度中に新たに取得した職員数

取得者数 取得期間
男 女 ３カ月以下 ３カ月超え６カ月以下 ６カ月超え１年以下 １年超え３年以下
人
０

人
11

人
０

人
０

人
５

人
６

◎分限処分…職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持を目的としてなされます。
◎懲戒処分…職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的とし
　　　　　　てなされます。
◎訓告等…処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚させ、将来を戒めて職務遂行に対する姿勢の改善、意識向上などを
　　　　　目的としてなされます。

Ⅳ　職員の分限と懲戒処分などの状況
分限処分者数および懲戒処分者などの数（平成20年度）

分限処分者 懲戒処分者 訓告等免職 休職 降任 降格 小計 免職 休職 降任 降格 小計
人

０
人

３
人

０
人

０
人

３
人

０
人

０
人

０
人

０
人

０
人

５

Ⅴ　職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全
力で職務遂行しなければいけません。職務の遂行にあたっ
て職員が守るべき義務は次のとおりです。
①職務命令等に従う義務②信用失墜行為の禁止③守秘義務
④職務専念義務⑤政治的行為の制限⑥争議行為の禁止⑦営
利企業等の従事制限

①公務災害などの概要
　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
②福利厚生制度　

職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し、各種事業を実施しています。
この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。また、職員の共済制度は、地方公務員法等共済組合法に
基づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国民年金、健康保険および国民健康保険と同様の社会保険制
度です。

Ⅶ　職員の福祉と利益の保護の状況

①研修開催状況（平成20年度） 平成21年度研修計画

②勤務成績の評定の状況
勤務評定による人事および昇給・手当へ反
映させるための人事評価制度については、
平成19年度末に構築し終え、平成20年度か
ら本格的に導入し、処遇への反映は、今後
段階的に行う予定です。

独自研修 その他研修
11件 1,311人 20件 84人

Ⅵ　職員の研修と勤務成績の評定の状況

（注）受講者は延べ人数です。

区分 内容

独自研修

新規採用職員研修会、課長補佐研修、ＣＳ・コンプライアンス研
修、人権教育研修、交通安全運転講習、中堅職員通信研修、中堅職
員体験研修、人事評価制度研修、窓口接客とクレーム対応研修、法
制執務研修、新規採用職員事前研修

市以外が主
催する研修

管理者研修、主査研修、部課長研修、係長研修、中堅行政職員研修、
一般行政職員研修、新規採用職員研修、財政事務研修、財務会計事
務研修、法制執務研修、税務職員初任者研修、住民税事務研修、税
務管理・徴収事務研修、専門実務研修、政策実務研修、新地方公会
計制度実務研修、行政事務情報化研修

（１）定員適正化計画
平成18年４月１日から平成22年４月１日までの５
年間を数値目標の設定期間とする「中野市定員適
正化計画」を平成17年度に策定しました。この計
画は、「中野市行政改革大綱と実行計画（集中改
革プラン）」に反映し、スリムで効率的な行政運
営の運営の構築による職員数の抑制を進めます。
なお、詳細については市公式ホームページで公表
しています。
◎目標（数・率）…平成22年４月１日における職
員数は445人とします。これは平成17年４月１日現
在の職員数482人から37人（7.7％）を減員したも
のとなります。

Ⅷ　その他市長が必要と認める事項

年度別採用計画および進捗状況
年度 17 18 19 20 21 計

計
画
退職予定者数 ６ ９ ９ 17 11 52
採用予定者数 ５ ３ １ ４ ２ 15
増減員数 △１ △６ △８ △13 △９ △37

実
績

増減員数 △２ △16 △９ △９
職員数 482 480 464 455 446

（注１）各年度、退職予定者は３月31日、採用予定
者は翌年度の４月１日現在における職員数
（注２）実績欄の職員数は、各年度４月１日現在の
職員数（教育長を含み、一部事務組合、広域連合派
遣職員は除く）

・統括的な事務および管理を行う事務局の長および施設の長　186,200円
・教諭、学芸員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　174,200円
・指導員、児童厚生員、母子相談員　　　　　　　　　　　　157,700円
・保育士、栄養士、歯科衛生士　　　　　　　　　　　　　　142,100円
（担任保育士は151,800円）
・運転業務、調理技師、施設などの維持、管理業務、一般　　137,600円
（正規職員の配置されていない職場の主となる調理技師は139,900円）
・保健師、精神保健福祉士、介護支援専門員などの専門職種は、別途、
　市長が認める額

※報酬月額のほかに６月および12月に1.0月分以内の割増報酬を支給し
ています。

Ⅱ　報酬および賃金について（平成21年度）
①嘱託職員報酬月額

（２）嘱託・臨時職員の状況
Ⅰ　職員数（平成21年４月１日現在）

区分 職員数 保育所関係 小・中学校関係 その他
嘱託職員 201人 105人 10人 86人
臨時職員 205人 47人 67人 91人

・一般事務、学校事務、図書事務、施設などの維持管理業務　　　742円
・調理技師、指導員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　755円
・保育士、児童厚生員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　767円
・長時間保育士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　957円
　※通勤手当       ２㎞以上５㎞未満…１日150円／５㎞以上…１日200円
　※年末一時金…12月に1.0月分以内の年末一時金を支給しています。

②臨時職員賃金（１時間当たり）

退職時特別昇給なし
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市
で
は
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
・

人
身
被
害
防
止
の
た
め
、
電
気
柵

の
設
置
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
県
外
で
、
こ

う
し
た
電
気
柵
に
係
わ
る
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、
市
販
さ
れ

て
い
る
電
気
柵
用
の
電
源
装
置
を

使
用
せ
ず
、
家
庭
用
の
百
㌾
電
源

か
ら
直
接
配
線
を
行
い
、
自
作
の

電
線
に
つ
な
い
だ
こ
と
が
事
故
の

原
因
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
不
適

切
な
設
置
構
造
の
電
気
柵
は
、
以

前
に
も
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お

り
、
本
人
だ
け
で
な
く
近
隣
住
民

や
子
ど
も
に
も
危
険
を
及
ぼ
し
、

ま
た
、
ペ
ッ
ト
な
ど
が
ふ
れ
た
場

合
で
も
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
市
販
さ
れ
て
い
る
電
気
柵

は
、
専
用
の
電
源
装
置
に
よ
っ
て

電
気
を
引
く
際
、
人
体
に
影
響
が

な
い
程
度
に
電
流
を
小
さ
く
し
、

ま
た
、
感
電
し
て
も
す
ぐ
に
手
が

離
せ
る
よ
う
に
電
流
を
断
続
的
に

流
す
機
能
が
必
ず
備
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
販
の
電
気

柵
を
適
切
に
使
用
す
る
場
合
は
、

こ
の
よ
う
な
事
故
は
起
こ
ら
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

農
家
の
方
を
は
じ
め
、
電
気
柵

を
設
置
・
使
用
さ
れ
る
方
は
、
不

適
切
な
構
造
の
電
気
柵
を
絶
対
に

使
用
し
な
い
と
と
も
に
、
安
全
基

準
を
満
た
し
た
製
品
を
適
切
に
使

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
耕
地
林
務
係

☎
22
2
1
1
1
内
線
（
2
5
１
）

電
気
柵
の
適
正
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
！

　

キ
ノ
コ
狩
り
や
行
楽
な
ど
で
入

山
者
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
季
は
、
ク
マ
が
冬

眠
に
備
え
、
エ
サ
を
求
め
て
広
範

囲
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
で
は
今
年
す
で
に
、
キ
ノ

コ
狩
り
の
最
中
に
ク
マ
と
遭
遇
し

負
傷
す
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
ク
マ
と
の
遭
遇
に
よ

る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

朝
夕
の
行
動
は
避
け
て
く
だ
さ
い

　

明
け
方
と
夕
方
は
ク
マ
の
活
動

が
活
発
で
す
。
で
き
る
だ
け
避
け

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ク
マ
の
い
る
場
所
に
近
づ
か
な
い

で
く
だ
さ
い

　

山
中
は
ク
マ
の
生
息
地
で
す
。

ク
マ
の
足
跡
や
ふ
ん
な
ど
を
発
見

し
た
ら
、
そ
れ
以
上
近
づ
か
ず
、

引
き
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　農業振興地域制度は、市が策定する農業振興地域整備計画により、農業用地として利用すべき土地の区
域を農用地区域（農振青地）として設定し、総合的に農業の振興を図るために必要な施策を計画的に推進
しようとする制度です。
　市では、昭和45年度に長野県知事から農業振興地域の指定を受け、昭和46年度に農業振興地域整備計画
を策定し、以降計画の見直しを４回（直近では平成19年４月）行っています。この整備計画は、農用地区
域を定めた農用地利用計画や農業生産基盤の整備開発計画などで成り立っています。

① 集団的に存在する農用地で面積が一定以上の農地

② 農業用排水の新設または変更、区画整理、農用地の造成などの施工に係る区域内にある農地

③ ①・②に掲げる農地の保全または利用に必要な施設の用に供する農地

④ ２ヘクタール以上または①および②の農地に隣接する農業用施設用地

⑤ 地域の特性に即した農業振興を図るため、その土地の農業上の利用を確保することが必要と認められる農地

・農用地区域内に住宅などを建築する計画を立てられた段階で、除外できる見込みがあるかどうか市役
所農政課に相談してください。
・次回の整備計画管理委員会は、12月中旬に開催を予定しています。
・変更申請書は随時受け付けていますが、次回委員会への提出案件については11月10日㈫が期限です。
・農用地区域内で住宅などを建てる場合には、建築着手までに、農振除外申請の日からおおむね１年を要
することになりますので、日程的に余裕を持って建築計画を立ててください。
・申請に係る計画地が過去に土地基盤整備事業などにより公共投資がなされた農地である場合は、潰廃
する財産について調査が必要になるため、事前に県と下協議を行う必要があります。また、潰廃する財
産の状況次第では、事業者負担で国庫への返還金が生じる可能性があります。

※①の場合、申請地の選定理由として「土地所有者の了承を得たため」や
「宅地に比べて安価で購入できるため」などは、要件を満たしません。

　農用地区域内に住宅を建築するなどの理由により、やむを得ず農振除外する必要が生じた場合は、次の
①～⑥すべての要件を満たす場合に限り、農振除外される可能性があります。

①市内の農業振興地域における農用地区域以外の区域内の土地利用の状況から
みて、当該変更に係る土地を農用地など以外の用に供することが必要かつ適
当であり、農用地区域以外の土地をもって代えることが困難であること
②農用地の集団化、農業上の効率的かつ総合的な利用に支障が軽微であること
③効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障をき
たす恐れがないと認められること
④除外後、土地改良施設機能への支障が軽微であること
⑤土地基盤整備事業などの受益地の場合は、計画地全体の工事が完了した年度
の翌年度から起算して８年を経過していること
⑥他法令に抵触していないこと、また、許認可の見込みがあること

２　農振除外とは

３　その他重要事項

１　農用地区域とは

（農振除外の流れ）

※農振除外した農
地を農振白地と
言います。農用
地区域（農振青
地）の農地につ
いては、市役所
農政課でご確認
いただけます。

市へ整備計画変更申請

市の計画として整備計
画管理委員会に諮問

変更計画を住民に公告
して広く意見を求める

県知事から農振除外の
同意を得る

農用地区域内の農用地な
どを、他の用途のために
転用する場合は…

農用地区域から農用地
などを除外（農振除外）

農地法による転用許可

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係　☎（22）２１１１（内線２５３）

農振除外の手続き完了

農振除外の相談と申請はお早めに！

▲電気柵は適正に使用しましょう

対象者　中野市に住民登録してあり、農業を営ん
　　　　でいる方であって、農薬飛散低減と安全
　　　　・安心な農作物生産に取り組む方
補助率　農薬飛散防止ネット購入経費の10分の３
　　　　以内
補助限度額　15,000円／10アール

　近年、焼却煙が周辺住民の生活環境や観光客に
影響を及ぼす事例が指摘されています。
　農業を営むためにやむを得ず農作物の残茎など
を焼却する際は、以下の点に注意してください。

①残茎などは、できるだけ堆肥原料・飼料・家畜
敷料などとして利用しましょう。
②焼却する場合は、事前によく乾燥させ煙が極力
出ないようにし、風向きや時間帯に注意するな
ど、近隣の生活環境に十分配慮しましょう。
③焼却量は必要最小限の規模とし、一斉焼却を避
け、分散して焼却するようにしましょう。

問い合わせ先　
市役所農政課農政振興係
☎（22）２１１１（内線２５３）

農薬飛散防止ネットの

農作物の残茎などの
焼却煙対策

購入経費の３割を補助します

笛
、
ラ
ジ
オ
、
鈴
を
携
帯
し
ま

し
ょ
う

　

ク
マ
は
人
の
気
配
を
感
じ
る
と

自
ら
避
け
て
通
り
ま
す
。
人
の
存

在
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
音
の
出

る
物
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

子
グ
マ
を
見
た
ら
立
ち
去
っ
て
く

だ
さ
い

　

子
グ
マ
の
近
く
に
は
必
ず
母
グ

マ
が
い
ま
す
。
母
グ
マ
は
子
グ
マ

を
守
る
た
め
、
人
へ
攻
撃
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
グ
マ

を
見
か
け
た
ら
、
そ
の
ま
ま
そ
っ

と
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
耕
地
林
務
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）



グ
モ
ー
ル
。
家
族
連
れ
は
も
ち

ろ
ん
、
幅
広
い
年
齢
層
の
お
客

さ
ん
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

多
く
の
お
客
さ
ん
と
会
話
し
、

中
野
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
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イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド
店

の
「
信
州
旬
市
場
」
に
出
店

〜
秋
の
味
覚
を
Ｐ
Ｒ
〜

　

長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ
売
場

「
信
州
旬
市
場
」
が
、
九
月

十
八
日
か
ら
二
十
一
日
の
四
日

間
、
イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ
イ
ド

店
で
開
催
さ
れ
、
市
も
農
産
物

や
、
お
や
き
な
ど
を
販
売
し
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
旬
の
農

産
物
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
食
材
、
伝

統
野
菜
、
原
産
地
呼
称
管
理
制
度

認
定
品
目
、
特
産
品
な
ど
を
紹
介

し
、
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と

五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
毎
月
第

三
週
の
週
末
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
採
れ
た
て
の
ブ
ド
ウ

や
キ
ノ
コ
類
の
ほ
か
、
ぼ
た
ん
こ

し
ょ
う
、
お
や
き
な
ど
の
試
食
・

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ブ
ド
ウ
は
甘
く
て
お
い
し
い
と

大
好
評
で
、
キ
ノ
コ
は
秋
お
す
す

め
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
多
く
の
お

客
さ
ん
が
試
食
に
立
ち
寄
り
、
今

晩
の
お
か
ず
に
と
購
入
し
て
い
ま

し
た
。

　

会
場
は
、
イ
オ
ン
品
川
シ
ー
サ

イ
ド
店
を
核
に
、
約
六
十
の
専
門

店
が
並
ぶ
今
注
目
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
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四
十
代
男
性
で

す
。
運
動
会
に
参
加

し
て
足
を
捻ね

ん

ざ挫
し
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い

で
し
ょ
う
か
？

Ａ　

運
動
会
で
も
っ
と
も
多
い
け

が
の
一
つ
が
、
足
首
の
捻
挫
で
す
。

足
首
を
内
側
に
ひ
ね
っ
た
と
き
に

伸
び
た
り
切
れ
や
す
い
の
は
外
側

の
く
る
ぶ
し
の
周
り
の
靱じ

ん
た
い帯

で
す
。

捻
挫
は
靱
帯
が
少
し
伸
び
す
ぎ
た

程
度
の
軽
症
か
ら
、
完
全
に
断
裂

し
て
し
ま
っ
た
重
症
ま
で
、
症
状

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

捻
挫
の
応
急
処
置
方
法

　

応
急
処
置
の
基
本
は
、
安
静
、

氷
冷
、
圧
迫
、
挙
上
で
す
。
英
語

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
法

と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
日
処
置
し
て

も
症
状
が
良
く
な
ら
な
い
場
合
は
、

整
形
外
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

安
静　

患
部
の
内
出
血
や
腫
れ
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
動

か
さ
な
い
こ
と
が
大
原
則
で
す
。

水
冷　

炎
症
に
よ
る
痛
み
や
腫
れ

を
抑
え
る
た
め
、
氷
を
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
タ
オ
ル
な
ど
で
包
み
患

部
を
十
〜
二
十
分
間
冷
や
し
た
後
、

一
時
間
ぐ
ら
い
休
憩
し
、
ま
た
冷

や
し
ま
す
。
け
が
を
し
て
か
ら

二
十
四
時
間
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま

す
。
長
く
冷
や
し
す
ぎ
る
と
凍
傷

に
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

圧
迫　

腫
れ
を
抑
え
る
た
め
、
腫

れ
て
い
る
部
分
を
弾
性
包
帯
な
ど

で
き
つ
く
な
い
程
度
に
し
っ
か
り

と
巻
い
て
圧
迫
し
ま
す
。

挙
上　

足
を
下
げ
て
い
る
と
重
力

で
血
行
が
悪
く
な
り
、
腫
れ
や
む

く
み
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

患
部
を
心
臓
よ
り
上
に
上
げ
る
と

腫
れ
が
引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

◎
捻
挫
を
し
な
い
た
め
に

　

運
動
会
な
ど
で
は
、
学
生
時
代

な
ど
に
ス
ポ
ー
ツ
経
験
が
あ
る
人

ほ
ど
張
り
切
り
す
ぎ
て
け
が
が
多

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
筋
肉
は
現
役

時
代
の
よ
う
に
動
き
ま
せ
ん
。
競

技
前
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
筋
肉
と
関
節
の
動
き

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
も
十
分
行
い
ま
し
ょ
う
。

24h

電
話
医
療
相
談
所
で
す

こ
ん
に
ち
は

問い合わせ先
市役所売れる農業推進室推進係
☎（22）２１１１（内線３８１）

中
野
市
電
話
医
療
相
談
所
で
は
、
毎
日
二
十
四
時
間
、
看
護
師
や

保
健
師
が
相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
心
配
事
・
相
談
事
が
あ
る

場
合
は
☎
23
０
３
０
０
ま
で
遠
慮
な
く
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　今回発行したカタログは、秋の果物を多く
の皆さんにお召し上がりいただくため、発行
を１カ月早めて、10月からお使いいただける
ようになりました。旬の農産物を幅広く取り
揃え、定番商品の加工品や、市内でお楽しみ
いただける体験メニューなども数多く掲載し
ています。この秋冬のギフトカタログは、10
月中旬に全戸配布します。
　また、ふるさと信州中野会会員への送付を
はじめ、姉妹都市での全戸配布、各種イベン
トなどでも配布、ＰＲしています。
　お世話になった方や親しい方などへの贈り
物にどうぞご利用ください。
ギフトの取り扱い　
㈶中野市産業公社　
☎（22）２１１１（内線２９９）

2009秋冬のギフトカタログ２００９秋冬のギフトカタログ
市内の農産物や特産品などを集めた

▲中野市産農産物をＰＲ

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
22
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

　

市
で
は
、
中
野
市
産
農
産
物
の

消
費
拡
大
・
利
用
促
進
の
一
環
と

し
て
、
年
賀
状
で
中
野
市
産
キ
ノ

コ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
『
売
れ

農
お
い
し
い
年
賀
状
』
を
販
売
し

ま
す
。

販
売
価
格　

は
が
き
一
枚
五
十
円

（
市
の
Ｐ
Ｒ
部
分
の
印
刷
費
は
市

が
負
担
し
ま
す
。
は
が
き
は
、
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
は
が
き
で
す
）

予
約
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
代
金
を
添
え
て
㈶
中

野
市
産
業
公
社
（
☎
22
２
１
１
１

内
線
２
９
９
）
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
役
所

総
合
案
内
窓
口
、
豊
田
支
所
地
域

振
興
課
窓
口
、
㈶
中
野
市
産
業
公

社
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

予
約
期
限　
十
月
二
十
三
日
㈮
必
着

ハ
ガ
キ
の
お
渡
し　

十
一
月
下
旬

当
選
商
品　

年
賀
状
を
購
入
さ
れ

た
方
（
十
名
）
、
年
賀
状
を
受
け

取
っ
た
方
（
百
名
）
に
、
中
野
市

産
キ
ノ
コ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

当
選
発
表　

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
更
新
日
は
平
成
二
十
二
年
二

月
一
日
㈪
）
お
よ
び
広
報
な
か
の

二
月
号
に
、
当
選
番
号
、
当
選
の

申
し
出
方
法
、
期
限
、
賞
品
受
け

取
り
方
法
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
に
か
け
て
、
豊
田
地

域
の
「
家
屋
全
棟
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
現
在
家
屋
台
帳

に
登
録
し
て
あ
る
情
報
を
基
に
、

増
築
や
未
調
査
に
よ
る
課
税
漏

れ
、
取
り
壊
し
な
ど
が
あ
る
家
屋

を
調
べ
、
既
に
課
税
さ
れ
て
い
る

家
屋
と
の
公
平
を
期
す
こ
と
を
目

的
に
行
う
も
の
で
す
。

　

調
査
の
際
、
所
有
者
、
建
物
の

用
途
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ど
に

つ
い
て
も
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
時
期　

十
月
下
旬
〜
平
成

二
十
三
年
三
月

調
査
対
象　

豊
田
地
域
の
全
家
屋

調
査
地
区　

今
年
度
は
上
今
井
・

穴
田
地
区
、
平
成
二
十
二
年
度
は

豊
津
・
永
江
地
区

調
査
員　

市
の
職
員
ほ
か

※
身
分
証
を
携
帯
し
、
名
札
を
着

用
し
ま
す
。

そ
の
他

○
家
屋
の
滅
失
が
確
認
で
き
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
へ
滅

失
届
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
市
役
所
税

務
課
ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
翌

年
度
よ
り
課
税
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

○
課
税
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
発

見
し
た
場
合
は
、
市
か
ら
改
め

て
ご
連
絡
し
、
家
屋
の
評
価
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合

や
、
家
屋
を
建
築
し
た
の
に
家

屋
の
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
市
へ
速
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
資
産
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

豊
田
地
域
の
家
屋
全
棟
調
査
を
実
施
し
ま
す

コミュニティ助成事業により

お祭り道具などを整備

▲吉田区のテント ▲桜沢区の太鼓

▲

売
れ
農
お
い
し
い
年
賀
状（
お
年
玉
年
賀
は
が
き
裏
面
）

み
ほ
ん

　桜沢区では、㈶長野県市町村振興協会の
「コミュニティ助成事業（宝くじ普及広報事
業）」により、長胴太鼓、締め太鼓、テン
ト、篠笛、組み立て式ステージを整備し、ま
た、吉田区では、㈶自治総合センターによる
一般コミュニティ助成事業（宝くじ普及広報
事業）により、テント、座テーブル、フライ
トテーブル、簡易物置を整備しました。両区
では、毎年春・秋まつりを区民祭と位置づけ、
区民総参加で開催してきましたが、お祭り道
具など老朽化が進み、新調されることが長い
間区民の悲願でありました。
　このたびの宝くじ普及広報事業の助成によ
り、区民祭などは大人と子どもの新たな触れ
合いの場となり、地域のコミュニティ振興が
一層図られることとなりました。

問い合わせ先
市役所政策情報課政策推進係
☎22２１１１（内線２１６）

▲今回発行したギフトカタログ

中野市産キノコが当たる
『売れ農おいしい年賀状』

を予約販売！
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中野市教育委員会

　中野市にいても一流のものに接することができる。
　中央公民館が立ち上げている「ミュージカルを楽しもう」は、まさにそれである。
　この活動のもつ意味や良さに着目してみました。

学校環境を考え・支える　～「一流」に触れ、夢を育む環境づくり～

　

来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
所

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
の
終
了
な
ど

の
た
め
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
、
四
月
か
ら
保
育
所

を
移
り
た
い
方
も
こ
の
期
間
中
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
を
超
え
て
申
し
込

み
が
あ
っ
た
保
育
所
に
つ
い
て
は

選
考
と
な
り
、
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

十
一
月
九
日
㈪
〜

十
一
月
二
十
四
日
㈫

入
所
基
準　

保
護
者
お
よ
び
同
居

の
家
族
が
、
仕
事
や
病
気
な
ど
の

都
合
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
で
き

な
い
児
童

保
育
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
四
時
三
十
分
（
土
曜
日
は
正

午
ま
で
）

◎
長
時
間
保
育
が
必
要
な
方
は
…

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
時
間
保

育
が
必
要
な
方
は
、
入
所
申
込
書

と
一
緒
に
「
長
時
間
保
育
申
込

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
通
常
保
育
料
の
ほ
か
に

長
時
間
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平
成
22
年
度
　
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

子
ど
も
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
芸

術
で
も
一
流
の
も
の
に
触
れ
て
い

る
と
、
心
の
奥
深
く
で
受
け
と
め

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
感
動
で
あ

り
、
自
分
も
あ
の
よ
う
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
、
自
己
実
現

に
向
か
っ
て
夢
や
希
望
を
ふ
く
ら

ま
せ
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

子
ど
も
の
心
を
つ
き
動
か
す
力
が

一
流
の
中
に
ひ
そ
む
力
で
す
。

　

純
粋
な
心
、
自
分
の
能
力
や
力

の
限
界
を
知
ら
な
い
子
ど
も
の
時

に
こ
そ
「
一
流
の
も
の
に
触
れ
る

場
」
を
用
意
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　

情
報
化
社
会
の
中
で
、
映
像
等

で
知
っ
た
り
見
た
り
す
る
間
接
的

体
験
で
は
、
直
接
体
験
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
。

入
所
申
込
書　

十
月
二
十
六
日
㈪

か
ら
各
保
育
所
、
市
役
所
保
育

課
、
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、
各

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し

ま
す
。

入
所
申
込
書
受
付
場
所

各
保
育
所
、
市
役
所
保
育
課

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

保育所名 所在地 電話

み な み 保 育 園 新野 335 番地 （26）2187

平 野 保 育 園 片塩 41 番地 （22）6302

西 町 保 育 園 三好町一丁目６番 10 号 （22）3324

松 川 保 育 園 中野 1461 番地１ （22）2248

み よ し 保 育 園 三好町二丁目４番９号 （22）3244

高 丘 保 育 園 草間 1502 番地 （22）2731

長 丘 保 育 園 壁田 1573 番地３ （22）6390

平 岡 保 育 園 間長瀬 496 番地２ （26）2525

た か や し ろ
保 育 園 赤岩 1525 番地２ （22）6611

永 田 保 育 園 永江 1861 番地 （38）2530

豊 井 保 育 園 豊津 3079 番地１ （38）2123

私 立
ひ よ こ 保 育 園 東山 1134 番地４ （24）5155

▼市内保育所の所在地・電話番号

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
期
間
中
、
次
の
日
程
で

巡
回
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
中
野
地
域

期
日　

十
月
二
十
一
日
㈬

時
間　

午
後
一
時
〜
四
時

会
場　

北
部
公
民
館

行
政
相
談
委
員

　

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

　

小
野
す
み
江
さ
ん（
栗
和
田
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

◆
豊
田
地
域

期
日　

十
月
二
十
一
日
㈬

時
間　
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

会
場　

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

行
政
相
談
員

　

藤
沢
眞
さ
ん
（
穴
田
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
38
３
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

　

十
月
十
九
日
㈪
か
ら
十
月
二
十
五
日
㈰
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
秋
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談

　

月
一
回
、
中
野
地
域
は
市
民
会
館
で
、
豊
田
地
域
は
豊
田
支
所
に
お

い
て
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
音
声
告
知
放
送
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月
19
日
㈪
〜
25
日
㈰

秋
の
行
政
相
談
週
間

｢

一
流
」
の
も
つ
力
と
は

学
校
教
育
を
補
完
す
る

「
一
流｣

に
学
ぶ
場
づ
く
り

中
央
公
民
館
の
「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
楽
し
も
う
」 

に

寄
せ
る
期
待

教
育
環
境
都
市
づ
く
り

　

子
ど
も
の
教
育
は
学
校
が
中
心

で
あ
り
ま
す
が
、
学
校
教
育
で
は

で
き
に
く
い
こ
と
を
公
民
館
、
図

書
館
、
博
物
館
な
ど
生
涯
学
習
の

拠
点
が
補
い
、
学
校
教
育
を
補
完

し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
国
の
学
習
指
導

要
領
に
そ
っ
て
学
習
計
画
を
立
て

て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
社
会
教
育
の
場

で
は
、
自
由
で
、
定
め
ら
れ
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
社
会
の
子
ど
も
の
教
育
環

境
を
見
つ
め
、
学
校
教
育
を
補
完

し
て
い
く
も
の
と
し
て
、
一
流
の

も
の
に
学
ぶ
体
験
の
場
の
設
定
も

そ
の
一
つ
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

本
市
の
教
育
環
境
づ
く
り
と
し
て

重
要
で
す
。

○
主
な
内
容

・
自
分
た
ち
の
心
と
か
ら
だ
を
解

放
す
る
体
験
学
習

・
音
楽
を
使
っ
て
自
由
な
発
想
を

す
る
体
験
学
習

・
音
楽
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動

か
す
体
験
学
習

・
音
楽
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気

を
引
き
出
す
指
導

・
専
門
家
の
指
導
に
よ
る
ダ
ン
ス

体
験
、
曲
の
振
り
付
け

　

集
団
に
よ
る
動
き
の
体
験
学
習

な
ど
を
十
一
月
、
十
二
月
に
三
回

に
分
け
て
学
習
し
ま
す
。

　

学
校
で
の
音
楽
学
習
や
総
合
の

学
習
と
は
、
ひ
と
味
も
ふ
た
味
も

違
う
学
習
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

　

講
師
は
、
オ
ペ
ラ
歌
手
、
東
京

学
芸
大
学
の
准
教
授
、
嶋
﨑
裕
美

先
生
を
中
心
に
、
ほ
か
二
名
の
講

師
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
の
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
学
習
の
発
表
と
成
長
へ
の

期
待

ア
一
流
の
も
の
に
学
ぶ
子
ど
も

は
、
心
が
解
放
さ
れ
、
創
造
的

に
学
ぶ
喜
び
を
知
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
学
び
の
気
持
ち
を

学
校
生
活
に
つ
な
げ
て
生
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
一
流
の
指
導
者
に
出
会
う
と
、

子
ど
も
は
憧
れ
の
気
持
ち
を
持

ち
、
中
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

将
来
目
指
す
子
ど
も
が
出
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

ウ
歌
い
、
動
き
、
踊
る
活
動
は
、

子
ど
も
の
表
現
力
の
高
ま
り
と

と
も
に
、
自
分
に
自
信
の
持
て

る
人
間
へ
の
成
長
を
う
な
が
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

エ
一
流
の
も
の
に
学
ぶ
と
、
学
び

の
喜
び
が
、
次
に
発
展
す
る
学

習
課
題
を
生
み
出
し
、
次
年
度

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
楽
し
も

う
」
と
い
う
子
ど
も
音
楽
講
座
を

立
ち
上
げ
る
ま
で
に
は
、
地
域
の

子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
と
い
う

理
念
の
も
と
に
、
講
座
の
思
い
立

ち
、
熟
成
、
決
断
と
、
そ
の
過
程

で
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
前
研
究
や
準
備
の
時
間
が
必

要
で
し
た
。

　

中
野
市
に
生
ま
れ
、
中
野
市
で

学
び
育
っ
た
喜
び
、
志
が
あ
れ

ば
、
都
会
に
出
て
行
か
な
く
て
も

一
流
の
も
の
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
、
市
民
み
ん
な
の
力
で
目

指
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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シルバー人材センターの会員は、高年齢者の知識・経験・技能を生かし、
明るく豊かな地域づくりをめざして活躍しています。

　高年齢者が生涯にわたり、社会の一員として役
立つことは健康の維持、増進をもたらします。
　多様な社会活動に参加する機会を確保すること
は、活力ある地域社会を築き上げるため、大切で
必要なことです。
　シルバー人材センターの役割はその点にあり、
また、働くことを通じて、高齢者の健康で生きが
いのある生活を実現し、医療・介護の財政軽減を
目指しています。
　シルバーの会員は、福祉の受け手にとどまるこ
となく、積極的に「社会の担い手」となることを
めざし、地域社会に密着したさまざまな要望に応
えた就業を通して、自らの生きがい、地域の発展
に貢献しています。

ご利用ください
㈳中野広域シルバー人材センター

　ただいまセンターでは会員を募集しています。
　入会説明会は、毎月第２火曜日の午後１時20分
から、中野広域シルバー人材センターで行ってい
ます。
　入会を希望される方は、事務所へご相談にお出
かけください。

問い合わせ・お申し込み先
㈳中野広域シルバー人材センター（中央二丁目１番36号　信州中野郵便局前）
☎（２３）０４６８　ファクス（２３）００４１

センターの役割

◎中野市、山ノ内町に居住する原則60歳以上の健
康で働く意欲のある方が入会できます。
◎会員が自主的、主体的に運営に参画します。
◎会員は、引き受けた仕事を完了させ、その仕事
の内容に応じた配分金を受け取ります。
◎会員の親睦と福祉の向上のため、会員互助会が
あります。

シルバー人材センター早わかり

駐車場管理、施設管
理、日直・宿直、倉
庫管理

管理業務

植木の剪定、冬囲い、襖・障子の張り替え、
表装、ペンキ塗り、大工仕事、左官仕事

技能業務

草取り、草刈り、清掃、
除雪、きのこ作業、
農作業、植木の消毒

軽 作 業

一般事務、宛名書
き・賞状書き・式次
第書き

事務筆耕
経理事務、自動車運
転、パソコン、看護
師、各種講師

専門技術

遺跡発掘、ホテル・
旅館業務、家事援助、
介護

サービス業務
配達、販売、催し物
準備・片付け、ポス
ター貼り

諸業務

会員はこのような仕事で
活躍しています

▲奉仕活動で汗を流
す会員

▲植木の剪定作業を行う会員

～みんなで楽しみながら健康な体をつくりましょう～

介護予防講座（さんさん講座）
 平成21年度＜後期＞

問い合わせ・申し込み先　市役所健康長寿課長寿支援係　☎（２２）２１１１（内線２４３）

❶糖尿病などの生活習慣病にならないための
　今日からできる！
　食事バランスアップ塾（全５回）

　糖尿病、高血圧、コレステロール値などが
気になりませんか？この講座では、楽しく料
理を作りながら、生活習慣病の予防、改善の
ための食生活について学びます。
　みんなで健康長寿を目指しましょう。

期日　10月20日㈫、11月18日㈬、12月１日㈫、
　　　平成22年１月21日㈭、２月16日㈫
時間　午前10時～午後１時
会場　中野保健センター
講師　健康長寿課管理栄養士
対象　65歳以上の方
定員　15人
参加費　１回につき400円（食材費）

❸布ぞうりをつくろう（全３回）

　いらなくなったシーツや浴衣などの古い布
から、布ぞうりを作ってみよう！
　この講座では、賑やかに、楽しみながら、
３回の講座で１足の布ぞうりを作ります。

期日　10月29日㈭、11月５日㈭、11月19日㈭
時間　午前９時30分～正午
会場　中野保健センター
講師　シルバー人材センター手芸同好会
対象　65歳以上の方
定員　15人
持ち物　特にありません。※古い布などは、
　　　　こちらで用意します。
参加費　無料
その他　ご自分の好きな布で作りたい方は、
　　　　持参していただいてもかまいせんが、
　　　　あらかじめ決められた大きさに切っ
　　　　ていただく必要がありますので、事
　　　　前に市役所健康長寿課長寿支援係へ
　　　　お問い合わせください。❷やさしい苔

こけ

玉づくり（全３回）

　手づくりの苔玉を飾って、お部屋に癒しの
空間を作りませんか。　
　土や植物に触れ、気分をリフレッシュしな
がら、楽しく苔玉を作りましょう。

期日　10月28日㈬、11月25日㈬、12月16日㈬
時間　午前10時～正午
会場　中野保健センター
講師　碓井智子さん
対象　65歳以上の方
定員　15人
持ち物　エプロン、はさみ、ナイロン手袋、
　　　　ナイロン袋（持ち帰り用）
参加費　３回で2,000円（材料費）
※参加費は初回に徴収させていただきます

新入会員募集中！

＜インフルエンザ対策について＞
※急な発熱および咳・鼻づまり・喉の痛みなどの
症状がある方は、念のために参加を見合わせま
しょう。
※うがい・手洗いを励行し、感染予防に努めま
しょう。
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介
護
予
防
の

情
報
か
わ
ら
版

元気な地域づくりのお手伝いをさせていただきます

　
現
在
、
認
知
症
の
方
は
全
国
で
約
百
七
十
万
人
、
今
後

二
十
年
で
倍
増
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
十
五
歳
以
上
の
四
人
に
一
人
は
認
知
症
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
認
知
症
を
正
し
く
知
り
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

ご
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
あ
う
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

講
演
会〜

第
３
回
認
知
症
を
考
え
る
会
〜
　

　

十
六
年
間
母
親
の
介
護
を
し
た

実
経
験
に
基
づ
く
講
演
で
す
。

　

実
際
に
認
知
症
の
方
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
の
皆
さ
ん
は
も
と

よ
り
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

期
日　

十
月
二
十
八
日
㈬

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

（
午
後
一
時
か
ら
受
付
）

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂

演
題  

「
認
知
症
と
向
き
合
う
家

族
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

講
師　

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会　

長
野
県
支
部
代
表　

関
靖
氏

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
」

　
　
　
　
　
　
　  

っ
て
何
？

　

認
知
症
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、

周
り
の
人
の
温
か
い
協
力
が
必
要

で
す
。

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
を
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
い
い
、
現
在
全
国

で
百
万
人
を
超
え
る
方
が
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し

て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
を
「
キ
ャ
ラ

バ
ン
・
メ
イ
ト
」
と
い
い
ま
す
。

　

研
修
会
に
参
加
し
て
、
認
知
症

に
つ
い
て
勉
強
し
、
よ
り
多
く
の

方
に
認
知
症
を
知
っ
て
も
ら
う
講

師
役
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

『認知症になっても誰もが

をつくるために
安 心して暮らせるまち』

　

記
憶
力
を
積
極
的
に

　

使
お
う

　

簡
単
な
計
算

問
題
を
す
ば
や

く
行
っ
て
み
た

り
、
新
聞
や
本

の
文
章
を
声
に

出
し
て
呼
ん
で

み
る
な
ど
、
脳

を
活
発
に
使
う
生
活
を
し
ま
し
ょ

う
。
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」
と
呼

ば
れ
る
「
体
験
し
た
こ
と
を
思
い

出
す
」
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
を

　

持
と
う

　

人
と
お
し

ゃ
べ
り
し
た

り
、
い
ろ
い

ろ
な
人
に
出

会
っ
た
り
、

一
緒
に
ど
こ

か
へ
出
か
け

る
計
画
を
立
て
た
り
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
で
記
憶
力
や
注
意

分
割
力
、
計
画
力
を
大
い
に
鍛
え

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
う
し
た
人
と
の
つ
な

が
り
が
、
人
生
の
大
き
な
楽
し
み

に
も
な
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
、

地
域
の
人
た
ち
と
積
極
的
に
交
流

し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
脳
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

趣
味
に
積
極
的
に

　

取
り
組
も
う

　

料
理
、
旅
行
、
園
芸

な
ど
趣
味
の
活
動
や
、

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
な

ど
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム

は
、
計
画
力
や
思
考
力

を
多
く
使
う
た
め
、
認

知
症
の
発
症
を
遅
ら
せ

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
こ
と
を
意
識
し

て
同
時
に
行
う
こ
と
も
、
注
意
力

の
低
下
を
予
防
す
る
た
め
に
効
果

が
あ
り
ま
す
。

　

有
酸
素
運
動
を
し
よ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
体
操

な
ど
の
有
酸
素
運
動
を
行
う
と
、

脳
の
血
流
が
増
す
た
め
認
知
症
予

防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
で
き
れ

ば
週
五
日
、
一
日
三
十
分
以
上

（
十
分
以
上
の
運
動
を
三
回
に
わ

け
て
も
よ
い
）
の
有
酸
素
運
動
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

野
菜
や
果
物
を

　

食
べ
よ
う

　

野
菜
や
果
物
を

摂
っ
て
い
る
人
は
、

認
知
症
に
な
り
に

く
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

野
菜
や
果
物
に

含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
、
β
カ
ロ
テ
ン
の
抗
酸
化
作

用
が
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
魚
を

　

食
べ
よ
う

　

魚
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
い
る
人
は
、

ほ
と
ん
ど
食
べ
て

い
な
い
人
に
比
べ

て
認
知
症
に
な
り

に
く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
青
背
の
魚
」
と
呼
ば
れ
る
サ

バ
、
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
な
ど
に
含
ま

れ
て
い
る
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い

う
不
飽
和
脂
肪
酸
に
は
、
脳
の
神

経
伝
達
を
よ
く
し
た
り
、
脳
の
血

の
流
れ
を
よ
く
す
る
働
き
が
あ
る

か
ら
で
す
。

▲前回の様子

　

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成

研
修
」
は
、
六
時
間
の
研
修
を
二

回
に
分
け
て
行
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
第
一
回
】

期
日　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
九

日
㈫　

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

会
場　

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容 

「
認
知
症
を
理
解
す
る
」

講
師　

北
信
総
合
病
院　

副
院
長

牧
下
英
夫　

先
生

対
象
者　

認
知
症
に
興
味
の
あ
る

方費
用　

無
料

【
第
二
回
】

期
日　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十

日
㈬　

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
〜
五
時

会
場　

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
運
営
方
法
」

対
象
者　

中
野
市
民
で
年
間
三
回

程
度
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
の
講
師
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
え
る
方

費
用　

 

無
料

◆中野市地域包括支援センター

　　職員がお話しをお聞きし、ご相談
　に応じます。
　　お気軽にご相談ください。
　☎（２２）２１１１（内線３６６）
　受付時間
　午前８時30分～
　　　　午後５時30分
　（土、日、祝日、
　　年末年始を除く）

◆認知症コールセンター

　認知症の方やそのご家族が、電話で気
軽に相談できる県の認知症コールセンタ
ーが開設されています。
　認知症について、日ごろから悩んでい
ることや疑問に思っていることを相談員
（認知症介護の専門家や介護経験者など）
にいつでも相談できます。相談料は無料
です。（通常の電話料金はかかります）
☎０２６（２２６）７８３０
受付時間　午前10時～午後５時　　　　
　　　　　（日、祝日、年末年始を除く）

認知症で困ったときは…

▼キャラバンメイト
　　　　　　のロゴ

認
知
症
を
予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

〜
簡
単
に
で
き
ま
す
〜
　

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
に

　
　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か
？
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晋平・辰之メモリアル▲

心踊る旋律　熊本マリ　ピアノコンサート
　９月27日、市民会館ホールにおいて、晋平・辰之メモ
リアル「特選♬名曲集　熊本マリ　ピアノコンサート」
を開催しました。熊本さんはテレビ・ラジオへの出演、
執筆活動など多才な活躍で幅広いファンを獲得している
世界的ピアニストで、当日は、ショパン、バッハ、シュ
トラウスなどクラシックの名曲の数々を演奏していただ
きました。また、コンサート終了後、ステージ上で熊本
マリさんによる公開ピアノレッスンも行われました。

集まれ！ふるさと山賊団～秘密基地で大
おおいくさ

戦～

▲朝食の牛乳パックホットドッグづくりに挑戦！
　中野市ふるさと冒険クラブ主催による「あつまれ！ふ
るさと山賊団～秘密基地で大戦～」が９月５日・６日の
２日間、北信濃ふるさとの森文化公園キャンプ場におい
て行われました。当日は、小学１年生から中学生まで38
人が参加し、秘密基地づくり、キャンプ、食材ゲット
ウォークラリー、ナイトウォーキング、水鉄砲合戦など
を楽しみました。参加した子どもたちは、自然の中で遊
びを楽しみながら交流を深めていました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒38３－8614
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

表紙の説明

秋の全国交通安全運動指導所開設

▼運転手の皆さんに交通安全を呼びかけました
　９月21日から30日まで秋の全国交通安全運動が行わ
れ、市内では９月24日、国道292号アップルシティなか
の前において交通指導所を開設しました。当日は、市を
はじめ長野県北信地方事務所、中野警察署、中高交通安
全協会など関係者約70人が参加し、「信濃路は　ルール
とマナーの　走るみち。」のスローガンのもと、高齢者
の交通事故防止を重点事項に、行き交うドライバーにチ
ラシなどを配布して、交通安全の啓発を行いました。

信濃グラセンローズ地域貢献活動▲

中野小グラウンドへ砂じん飛散防止剤を散布
　信濃グランセローズの監督、コーチ、全選手の皆さん
が、９月８日に地域貢献活動の一環として練習拠点の市
営野球場周辺地域の清掃活動を、また、９月15日には中
野小学校グラウンドの整備活動を行いました。
　８日は市営野球場から松川駅方面と国道292号東西方
面の道路沿いで約１時間にわたってゴミ拾いを、また、
15日には中野小学校のグラウンドで砂じん飛散防止剤を
まく作業をそれぞれ行いました。

第46回高社山一周駅伝大会

▲第5中継所の市民体育館でタスキを渡す選手
　中高駅伝協会主催の第46回高社山一周駅伝大会が９月
13日、木島平村民会館前を発着点に開催されました。
　当日は、中高地区（中野市、山ノ内町、木島平村、野
沢温泉村）の各体育協会から４チームと、オープン参加
の５チームの計９チームが出場し、沿道から大きな声援
を受けながら、高社山の周囲・８区間64.4㎞を激走しま
した。競技の結果、中野市体協チームは中高の部で２位
と健闘しました。

　敬老の日を前に９月17日、高齢者祝賀事業を各地で行
いました。当日は、小田切市長をはじめ、市の理事者、
職員が祝品贈呈の対象となられた皆さんの各家庭を訪問
し、祝品、祝詞、祝状をお渡しして長寿をお祝いました。
　なお、今年度市内で88歳（米寿）を迎えられる皆さ
んは196人、99歳以上の皆さんは35人いらっしゃいます。
　また、開催時期はそれぞれですが、各地区においても
敬老会が行われ、地域で長寿をお祝いしました。

高齢者祝賀事業（祝品贈呈）

▲７月に103歳を迎えた村田波津江さん（穴田）

小学校運動会
　９月19日、市内11の小学校において、運動会が行われ
ました。表紙の写真は、このたび開校100周年を迎えた
平岡小学校での運動会を撮影したものです。
　当日は風が強く、少し肌寒い陽気となりましたが、こ
の日のために毎日練習を重ねてきた子どもたちは、地域
の皆さんをはじめ、応援に駆け付けた家族の前で、元気
よく精一杯、練習の成果を発表していました。
（写真：１対１の騎馬戦では会場の大人たちも大興奮）
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員
数
、
百
十
六
人
、
部
編
成
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五
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プ
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台
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搬
ポ
ン
プ
十

台
で
す
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☆
管
轄
区
域
は
ど
こ
で
す
か
？

　

竹
原
、
金
井
、
西
笠
原
、
東
笠
原
、

新
井
、
若
宮
、
北
間
長
瀬
、
南
間
長
瀬
、

長
元
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で
す
。

☆
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は
？
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。
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守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の

精
神
に
基
づ
き
、
生
業
を
持
つ
か
た
わ
ら
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
て
い
る
中
野
市
消
防
団
の
皆
さ
ん
。
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。
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夜
間
瀬
川
堤
防
巡
視
の
様
子

　11月９日㈪から11月15日㈰まで、全国一斉「 秋の火災
予防運動」が実施されます。
　当市消防団においては、防火チラ
シの全戸配布、火災予防パレード等
を予定しております。
　皆さんのご理解とご協力をお願い
します。

住宅用火災警報器の設置はお済みですか？
　平成21年６月１日から、市内全てのご家庭に住宅用火
災警報器の設置が義務付けられました。
　住宅用火災警報器は、火災から大切な家族を守る重要
な備えとなります。
　まだ設置していないお宅は早急に設置を！！
問　市役所消防課消防係　☎（２２）３３８６

「消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子」～平成21年度全国統一防火標語～　

備えて安心 「家庭の救急カード」

畔上　真理 さん

丸山 英臣さんから紹介された

（会社員・新保）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.54

　　

中野小学校　４年
宮津　優輝くん
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中野市をきれいにしたい
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こ
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入
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ま
た
、
ク
ラ
フ
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フ
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に
訪
れ
る
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に
は
本
物
を
求
め
て
来
る
方
も
多
く
、
そ

の
よ
う
な
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
で
、
新

た
な
人
の
つ
な
が
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も
生
ま
れ
ま
す
が
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こ
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楽
し
さ
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だ
と
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。
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物
を
大
切
に
す
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
使
い
捨
て
は
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ
様
に
、
人
間
も
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
十
七
回　

木
工
芸
職
人　

山
本
正
治
さ
ん

▲自宅の工房で制作にあ
たる山本さん

①自己紹介
　両親と妹２人の５人家族です。趣味は音
楽でギターの弾き語りにはまっています。
②今後チャレンジしたいこと
　以前、福祉住環境コーディネーターの資
格を取った経験から、今後はカラーコー
ディネーターやインテリアコーディネー
ターの資格も取ってみたいと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　賑やかにまちを盛り上げようとする若者
と年配の方々、世代間の考え方のギャップ
を互いに理解し合えるような世代間交流の
まちづくりができたらいいなと思います。
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有料広告欄

　㈶中野市産業公社では、そば・大豆のコンバイン収穫、
そばの乾燥・粗選別・製粉などの作業を請け負います。

【申込期限】10月15日㈭（そば製粉を除く）
問　㈶中野市産業公社　☎（22）２１１１（内線303）

そば・大豆を栽培する皆さんへ
　コンバイン収穫作業を請負います

コンバイン収穫 コンバイン収穫
～乾燥・粗選別 そば製粉

11,550円/10ａ(税込み)
※そば・大豆、運搬費込

15,750円/10ａ(税込み)
※そば、運搬費込

玄そば１㎏
210円(税込み)

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《10 月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　10日㈯、18日㈰、24日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出から概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　７日㈬、21日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線251）

ぽんぽこの湯
臨時休業のお知らせ

休業日　10月19日㈪～23日㈮
　施設点検、修繕などのため、臨
時休業となります。
　また、マレットゴルフ場および
ログコテージについても併せて休
業となります。
問　間山温泉ぽんぽこの湯
　　☎（23）２６８６

　

地上デジタル放送視聴用
　簡易チューナー給付などの支援について

　総務省では、経済的な理由などで地上アナログ放送から地上デジタル放
送に移行することが難しい世帯に対する支援を行っています。
対象者　　日本放送協会（NHK）の放送受信料全額免除世帯であって、次
　　　　　のいずれかに該当する世帯が対象となります。
　　　　　　①生活保護受給世帯などの公的扶助受給世帯
　　　　　　②障がいのある方が居る世帯であって、世帯全員が市民税非
　　　　　　　課税措置を受けている世帯
　　　　　　③社会福祉施設に入所されている方であって、自らテレビを
　　　　　　　持ち込んでいる世帯
内 容　　①現在お持ちのアナログテレビ
　　　　　　に取り付ける ｢簡易なチュー
　　　　　　ナー｣ の無償給付
　　　　　②アンテナ改修などが必要な場合にはその支援
注意点　　支援は現物給付ですので、ご自身で購入されたチューナー、ア
　　　　　ンテナ改修などの費用を清算することはできません。
問　総務省　地デジチューナー支援実施センター　☎（0570）033840

全国地域安全運動の実施
期間　10月11日㈰～20日㈫
スローガン
「みんなで　つくろう　安心の街」
運動重点
子どもと女性の犯罪被害防止＊ 
住宅を対象とする侵入犯罪の＊ 
防止
振り込め詐欺の被害防止＊ 
自転車の盗難防止＊ 
車上ねらいの防止＊ 

問　市民課生活交通安全係(内線238)

　身体の不自由な方（身体障害者手
帳および戦傷病者手帳をお持ちの
方）が使用している補装具（肢体装
具）の巡回修理を行います。
　修理を希望する方は、事前に修理
内容を把握するため、10月27日㈫ま
でに福祉課障害福祉係までご連絡く
ださい。
期日　11月12日㈭　
時間　午前10時～午後１時
会場　市民会館45号会議室
持ち物　補装具、障害者手帳等、印鑑
問　福祉課障害福祉係（内線294）

補装具の巡回修理市営住宅および
若者住宅入居者募集
　空き住宅および11月から平成22
年１月までに明け渡しのあった市営
住宅、若者住宅の入居者を募集しま
す。
募集期間　10月５日㈪～16日㈮
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅および若
者住宅
抽選日時　10月22日㈭　午後２時
抽選会場　市民会館46号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
入居者の資格など詳しくは、直接※ 
お問い合わせください。

問　都市計画課建築住宅係（内線273）

住民税の年金からの
特別徴収が始まります
　10月から、65歳以上（本年４月
１日現在）の公的年金受給者で、公
的年金所得に対する個人住民税が発
生する方は、年６回の年金支給の
都度、公的年金からの特別徴収が始
まります。特別徴収される税額など
は、６月中旬に市から送付しました
「平成21年度市県民税税額決定・納
税通知書」（２枚目の左側）をご覧く
ださい。
　なお、特別徴収は個人住民税の納
税方法を変更するものであり、これ
により新たな税負担が生じるもので
はありません。
※詳しくは、広報なかの６月号の挟
み込みチラシをご覧ください。
問　税務課課税係（内線225）

申込期限　10月 30日㈮  午後５時30分
広報なかの掲載号　12月３日㈭ 発行の12月号～
ホームページ掲載日　12月１日㈫～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。
～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

第５回図書館まつり
期日　10月31日㈯、11月１日㈰
時間　午前９時～午後５時　
会場　市立図書館
内容　文化講演会、人形劇、花苗頒
布(31日)、紙しばい、朗読(１日)、
古本市、閉架書庫一般開放、パネル
シアター、点字体験、読み聞かせな
どを予定しています。
　皆さん、お気軽
に図書館にお出か
けください。
問　市立図書館
　　☎（26）５８４１

第５回中野市駅伝大会 ～オープン参加チーム募集～
期日　11月８日㈰（小雨決行）　　時間　開会式…午前８時30分～、　　
スタート…午前９時10分、閉会式…午前11時（予定）
集合場所　北信濃ふるさとの森文化公園第１駐車場
コース　北信濃ふるさとの森文化公園周辺（８区
間：合計距離16.8㎞）
チーム編成　監督１名、選手８名、補欠３名以内
参加料　無料　　申込期限　10月23日㈮
その他　当日は中野市体育協会の各支部チームも参加します。
問　中野市体育協会事務局（市民体育館内）
　　☎（26）３５７２

　コンポスト化施設により製造し
た肥料なかの「おすみちゃん」の
販売があります。ぜひ、ご利用くだ
さい。
10月の販売日
７日㈬、14日㈬、18日㈰、28日㈬
11月の販売日
４日㈬、11日㈬、15日㈰、25日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
金額　１袋(15㎏入り)  ：200円
　　　バラ売り　300㎏：1,500円
　　　　　　　　500㎏：2,500円
※バラ売り(袋無)は要予約(10日前)
問　上下水道課下水道係（内線283）

なかの「おすみちゃん」販売
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11月２日㈪は平成21年度市県民税第３期および国民健康保険税第４期の納期限です。お忘れなく。

エコ自慢大募集！
なかの ｢エコ大賞｣ 開催
　中野商工会議所女性会では、「で
きることから」をテーマに、地球温
暖化防止などのためにＣＯ2などの
温室効果ガス削減の工夫や努力を行
っている個人、団体の活動を募集し
ています。
応募資格　市内に在住・在勤の個人
または地域のクラブ、サークルなど
応募方法　所定の応募用紙に必要事
項を記入のうえ、報告レポート（様式
任意）および写真などの添付書類と
併せて下記まで郵送してください。
審査内容　審査員がアイデアや継続
性などを評価し、各賞を選定します。
募集期限　11月20日㈮当日消印有効
問　中野商工会議所女性会｢エコ大賞｣係
　　〒383-0022　
　　中野市中央一丁目７番２号
　　☎（22）２１９１

長野県最低賃金改正の
お知らせ
　県内の事業所で働くすべての労働
者と、労働者を一人でも雇用してい
るすべての雇用主に適用される「長
野県最低賃金」が、10月１日から改
正されました。
改正後最低賃金額　681円(時間額)
問　長野労働局労働基準部賃金室
　　☎０２６（223）０５５５

　豊田地域を通る永江街道、飯山街
道（谷脇街道）沿いの景観を撮影し
た写真展を開催します。大勢の皆さ
んのお越しをお待ちしています。
期間　10月14日㈬～25日㈰　
　　　※20日㈫を除く
時間　午前10時～午後６時
　　　※25日㈰は午後５時まで
会場　中野陣屋・県庁記念館
入場料　無料
問　中野市景観･美化推進協議会事務局
　　(市役所都市計画課内･内線273)

信州中野景観展
-故郷(ふるさと)の道ろまん-

資源物の日曜回収を実施します

詳しくは、広報なかの４月号の挟み込みチラシをご覧いただくか、※ 
環境課衛生係までお問い合わせください。

問　環境課衛生係（内線245）

　この秋、“ふるさとの道”（永江街
道周辺）を歩きませんか。
期日　11月３日(火・祝)
時間　午前９時～正午（予定）
コース　永田テニス場駐車場（長電
バス「永田バス停」隣）をスタート・
ゴールとする約６㎞の周回コース
参加料　150円（保険料など）
申込方法　都市計画課または豊田支
所地域振興課にある参加申込書に必
要事項を記入しお申し込みください。
申込期限　10月26日㈪
※定員になり次第締め切ります。
問　中野市景観･美化推進協議会事務局
　　(市役所都市計画課内･内線273)

なかの景観ウォーキング
2009参加者募集

期日　11月３日(火･祝)　　時間　午前10時～午後３時
会場　市営野球場（雨天時は隣接のコミュニティスポーツ
センターにて午前10時～正午に開催）
内容　ストラックアウト、ベースランニングコンテスト、
スピードガンコンテスト、キャッチボール教室、ティーバッ
ティング教室など（予定）
入場料　無料　　
主催　信濃グランセローズ　　共催　中野市
問　㈱長野県民球団　☎０２６（224）２０３６

信濃グランセローズ
ファン感謝デー2009

自動車点検整備推進運動
　交通事故による死亡者数はここ数
年減少傾向にありますが、交通事故
発生件数は75万件を超えるなど、依
然として厳しい状況です。
　自動車の不具合による交通事故や
公害防止を図るため、日常点検整備
や定期点検整備など適切な点検・整
備を実施しましょう。
問　国土交通省北陸信越運輸局
　　長野運輸支局
　　☎０２６（243）５５２５

環境にやさしい買い物
キャンペーン
　このキャンペーンは、『環境に配
慮した商品やサービスの選択・購
入』や『レジ袋削減』など、身近な
買い物をとおして環境に配慮したラ
イフスタイルについて考え、実践し
ていこうというものです。
　エコマークなどの環境ラベルを集
めて応募すると「MOTTAINAIボトル」
が抽選で当たる懸賞も実施します。
期間　10月１日㈭～31日㈯
詳しくは、ホームページをご覧く※ 
ださい。

http://www.pref .nagano. jp/
kankyo/kansei/kaimono/index.htm
問　信州豊かな環境づくり県民会議
　　事務局（県環境政策課企画係）
　　☎０２６（235）７１６９

【自賠責保険・共済】の
　有効期限は切れていませんか？
　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的
な対人賠償を目的として、原動機付自転車を含むすべて
の自動車に加入が義務付けられており、自賠責保険・共
済なしでの運行は、法令違反ですのでご注意ください。
　四輪車はもちろんですが、特に、車検制度のない
250cc以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動車）
は、有効期限切れ、かけ忘れにご注意ください。
問　国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局 ☎026(243)4603

　職場の人間関係やメンタルな悩み
事の相談窓口を開設します。
　相談には、長野県特別労働相談員
の産業カウンセラーが応じます。
　相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。お気軽にご相談ください。
期日　11月２日㈪、12月７日㈪、
平成22年２月１日㈪、３月１日㈪
時間　午前10時30分～午後１時15分
会場　長野県長野合同庁舎会議室
申込方法　相談を希望される方は、
相談日の前週の月曜日（午後５時15
分）までにお申し込みください。
問　長野県北信労政事務所
　　☎０２６（234）９５３２

仕事イキイキ相談室を
開設します

村山橋架け替え工事に伴う
　朝陽駅～須坂駅間のバス代行について
　長野電鉄㈱では、本年11月に架け替えを予定している
村山橋の旧橋から新橋への線路切り替え工事を行います。
　工事期間中は、バスによる代行運転を実施する予定です。
　なお、遅延により他の交通機関との接続が行えない場
合があります。詳しくは、お問い合わせください。
バス代行運行区間　長野電鉄長野線　朝陽駅～須坂駅間
バス代行運転期間　11月７日㈯・８日㈰始発～最終まで
問　長野電鉄㈱鉄道事業部運輸課　☎026(248)6000

販売品(定価)　『農業日誌』『ファ
ミリー日誌』（各１冊1,400円）
『新農家暦』（１冊490円）
予約締切　12月18日㈮
問・申　農政課農政振興係(内線253)

平成 22 年版農業日誌

中野市消防団音楽隊
第３回演奏会
　中野市消防団音楽隊は、音楽をと
おして消防団の活性化と火災予防へ
の理解と協力を図っています。
　この度、演奏活動を通じて広報の
一環として、定期演奏会を開催します。
　入場は無料ですので、大勢の皆さ
んのご来場をお待ちしています。
期日　11月８日㈰
時間　午後１時30分～３時30分
（開場：午後１時）
会場　市民会館ホール
内容　音楽隊演奏会、市内中学校吹
奏楽部との合同演奏、ラッパ隊吹奏
問　消防課消防係
　　☎（22）３３８６

第３回北信州オールスター小学生野球大会
　㈳中野青年会議所では、創立40周年記念事業として、
中野市、山ノ内町、飯山市、須坂市の少年野球連盟選抜
チームによる「信濃グランセローズ誕生記念　第３回北
信州オールスター小学生野球大会」を開催します。
期日　11月８日㈰（予備日：11月15日㈰）
時間　午前８時15分～午後４時25分　  会場　市営野球場
その他　入場は無料です。応援合戦を企画していますの
で、メガホンや楽器をお持ちの方はぜひご持参ください。
問　㈳中野青年会議所　☎（26）３４１２

行政書士による無料法務相談会
期日　10月17日㈯　　時間　午前10時～午後４時
会場　市民会館44号会議室
相談内容　相続・遺言・在留手
続き、交通事故などに関する事
や、官公署への許認可申請など、
困ったと思われること。
※予約は不要です。相談は無料で、秘密は厳守されます。
問　長野県行政書士会北信支部事務局
　　☎（26）５９８６

回収対象の資源物
古着・古布＊ （汚れていないもの）
びん・ペットボトル・段ボール・新聞紙＊ 

　　雑誌・雑がみ
食用油＊ 

期日　10月25日㈰　
時間　午前10時～午後１時
回収場所　マツヤ中野店駐車場
※店舗では日曜回収に関するお問い合わせは、
　受け付けておりません。
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１･３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　10月13日㈫、11月10日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前９時～午後５時
　　　（面接）午前９時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

消費生活相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
問　　市民課生活交通安全係(内線238)

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程 年金
｢ねんきんダイヤル｣(平日午前8時30分~午後5時15分)
☎０５７０－０５－１１６５

基礎年金(国民年金)への国庫負担
が１/３から１/２になりました

　年金の給付に要する費用は、加入者（現役世
代）の納める保険料および国庫負担（税金）によ
って成り立っています。国庫負担があるのは加入
者の保険料負担を軽減しつつ、給付水準を維持す
るためです。
　基礎年金（国民年金）への国庫負担は、法律改
正により平成21年４月以降の期間から、これまで
の１/３から１/２になりました。
 免除期間の保証も充実 
　保険料免除期間についても年金額に計算される
割合が変わる（全額免除であれば国庫負担も
１/３から１/２に、半額免除であれば２/３から
３/４になりました。）ため、今後の免除期間に
係る保障が充実されることになりました。
一部免除（一部納付）については、一部納付※ 
額が未納の場合、免除も無効（未納と同じ）
となり年金額に計算されません。

問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

人口
と
世帯

人　口 45,833 人 ( － 23)
男 22,096 人 ( － 12)
女 23,737 人 ( － 11)
世　帯 15,122 戸 ( ＋ 6)

平成21年９月１日現在（国勢調査を基に推計）

ご寄付　ありがとうございました

●日本土人形資料館資料充実のため
　土鈴　7,907点
　＜神奈川県鎌倉市　石山　邦子　様＞

●ふるさと寄附金　
　文化が香る信州中野　教育関係
　現金　2,500,000円
　＜東京都練馬区　押鐘　冨士雄　様＞

　寄付に関するお問い合わせは、庶務課秘書広
報係（内線400）までお願いします。
　いただきました寄付品および寄付金は、市政
のため大切に使用させていただきます。

問　庶務課秘書広報係（内線400）

９月24日㈪午後3時までに校正を
　お願いします。　秘書広報係　池田 初校

展示

中野市立博物館 ㊡火曜日 ☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718
石山邦子氏　土鈴（つちすず）寄贈記念展
　10月１日㈭～11月３日㈫
西部写遊会第６回写真展
　10月11日㈰まで
信州中野景観展　故郷の道ろまん-永江街道・飯山街道
　10月14日㈬～25日㈰
現代押し花アート展
　10月29日㈭～11月８日㈰ 

展 示 案 内
中野市立博物館、中野陣屋・県庁記念館
の展示案内です。是非、ご覧ください。

シリーズ 地球温暖化40

★スキーセット★テニスラケット★中古ノーマル
タイヤ★天ぷら鍋★味噌桶★人形ケース★洋風リ
ビングこたつ（イス４脚、こたつ布団付）★ス
チームオーブンレンジ★小動物用ケージ★ハロゲ
ンヒーター★エレクトーン★コーナーソファー
（４脚組）★肘掛け座椅子★本棚★ピアノ★電子
ピアノ★整理ダンス★自転車★子ども用自転車
（男の子用）

★ノートパソコン★カラーボックス★バドミント
ンラケット★掃除機★車いす★８ミリビデオカメ
ラ★アコースティックギター★窓用クーラー★テ
レビ★電動自転車★ガスレンジ★電子ピアノ★子
ども用自転車（補助輪付、女の子用）

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(９月24日現在)

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時30分
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でもお気軽

にご相談ください。秘密は厳守します。

子どもに関する相談

電話番号
（0269）２３-０３００

24時間　年中無休

医療に関する相談
看護師・保健師など経験豊富なスタッフ
がお答えします。秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

24時間
電話
相談

◎「信州エコポイント」がスタートしました！
　増加している家庭での温室効果ガスの排出を削
減するために、長野県では「信州エコポイント事
業」を始めました。
★「信州エコポイント」をもらうには？

電気、ガス、水道のいずれかの使用量を前年同月 ◆
よりも減少…１カ月あたり１ポイント
「減ＣＯ ◆ ２（げんこつ）アクションキャンペー
ン」へ参加…１年で３ポイント

　→事前に事務局への参加登録が必要です。

省エネ設備機器を登録された販売店で購入 ◆
…20～40ポイント（太陽光発電システムなど）

　→登録店で対象機器を購入する際に申し込む。
★「信州エコポイント」の使い方は？
　事業協賛店舗として登録された県内の583店舗
（８月末現在）で、ポイントと引き換えに１ポイ
ント100円の割引などの特典を受けられます。
問　温暖化防止エコポイント事業実行委員会事務局
　　☎026（237）6625　 信州エコポイント　検索
　　http://www.shinshu-ecopoint.com/



保健だより
●中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
●中野市子育て課  ☎22-2111(内線356）
●豊田支所地域振興課 ☎38-3111
●休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎23-2255
●休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　●Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
●広報なかの　平成21年１０月１日発行　●発行　中野市　●編集　総務部庶務課　●印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ (接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／10月20日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成21年６月生まれ
　※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成15年４月
２日～平成16年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成３年４月２日～
平成４年４月１日生まれ）
※麻しん・風しん単独ワクチン
接種済みの方についても、２
回目として混合ワクチンを接
種します。また、どちらか一
方に罹患した場合にも、混合
ワクチンの接種ができます。
※毎月無料で実施しています。
接種される前月に実施医療機
関へ予約してください。

平成21年10月号 34

三種混合(ジフテリア・百日せき・破傷風)
受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
11月10日㈫…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　11日㈬…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田

対
象
・
接
種
方
法

＜Ⅰ期初回＞
３か月～１歳の乳幼児
（20～56日の間隔で３回接種） 
＜Ⅰ期追加＞
１歳６か月～３歳の幼児
（Ⅰ期初回終了後12～18か月の
　間に１回）
　※７歳６か月未満まで接種可

健診名 健 診 日 対　　象
３か月児
健 診
（Ｂ Ｃ Ｇ

予防接種）
10月20日㈫ 21年６月生まれ

７か月児
健 診 10月21日㈬ 21年２月生まれ
１ 歳
６か月児
健 診

10月23日㈮ 20年３月生まれ

２ 歳 児
健 診 10月19日㈪ 19年９月生まれ
３ 歳 児
健 診 10月22日㈭ 18年９月生まれ

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、バ
スタオル

乳幼児健康診査

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

小児救急電話相談「＃８０００」
をご利用ください

　子どもの夜間の急な病気やけがの
相談に、看護師などが応じます。
※＃8000でつながらない場合は、
　☎0263(72)2000へ
※相談日時　毎日午後７時～11時

「こどもの救急」をご活用ください

　夜間や休日など診療時間外に受診
すべきか判断目安を提供する、日
本小児科学会のホームページです。
ホームページアドレス
http://www.kodomo-qq.jp/

育児教室
期日／11月５日㈭
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食について

はしかにならない！させない！
　麻しん（はしか）と風しん（三
日はしか）の追加の予防接種を、
昨年から５年間に限り実施してい
ます。対象者は、本年度13歳にな
る者または18歳になる者で、平成
22年３月31日までに接種していた
だくと費用は無料です。（中学校
で集団接種した者は除く）
　麻しんに対する免疫力を高める
には、乳幼児に接種した場合に加
え、追加（２回目）のワクチン接
種が有効とされています。はしか
にならない！させない！ために、
早期に接種しましょう。

　歌や踊りが大好きな女の子で
す。バナナが大好物で、アニメ
「プリキュア」の人形でよく遊
んでいます。元気で明るく良い
子に育ってほしいと思います。
（青木陽太郎・真那実さん　大熊）

（３歳１か月）

☆わが家のアイドル☆

青木　芽
め い

衣ちゃん

入れ歯の安定剤
  入れ歯安定剤が必要になるという
ことは、食事のとき、あるいは話を
しているときなどに、入れ歯が口の
中で不安定で噛めない、落ちるな
ど、そのままでは安心して使えない
からと思われます。
　短期的に安定剤を使われるのはい
いのですが、長期間使われると、入
れ歯とあごの位置関係を変えてしま
い、適切でないかみ合わせを引き起
こしかねません。しっかりかみ合う
場所で安定しなくなります。このよ
うな場合は、歯科医に受診し、入れ
歯に裏打ちをしてもらいましょう。

（協力　中高歯科医師会）

マタニティクラス
期日／11月７日㈯
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター
内容／母と子の歯の健康、妊婦体験、
もく浴演習、母乳栄養と乳房管理
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　今年度もホームの教養講座として、さまざまな講
座を行ってきました。後期もさまざまな講座を行い
ますので、皆さんご参加ください。

　毎年好評な華道講座、前期は特に盛
り上がり受講者が増えました。
　時間帯は６時₃0分～８時₃0分の間に
₃0～₄0分の受講でよいからでしょうか？
　お気軽にお申し込みください。

　例年行っているボーリング交流会を７月に行いました。
　当日は、男女混合で5チームに分かれ、個人戦による２ゲーム
の合計スコアにより競い合いました。
　授賞式は役員さんが準備した参加賞の景品をワクワクしながら
袋を開け、素敵な景品にそれぞれ喜んでいました。
　授賞式後の懇親会では、おいしいお酒に食べ物で会話がいっそ
う弾み、今年も皆楽しく交流を深められ有意義な1日となりました。

　バーベキュー交流会を９月
に行いました。当日は、天候
に恵まれ、大勢の人でごった
がえし、　場所を確保するの
が大変でしたが皆楽しく交流
を深められました。

ボーリング交流会（７月₁₁日） バーベキュー交流会
（９月５日）

～交流会風景～

教養講座風景

～華道講座（池坊）～

～ピラティス講座～ 　昨年後期、お休みしていたピラティス講座
を開講し大変好評でした。



　ちょうげんぼう　２

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年（おおむね30代後半まで可）
◎申込方法…10月９日㈮午後１時以降、直接勤青ホームへお出かけのうえお申し込みください（先着順）
◎経費…受講料は無料ですが、教材費（出来るだけおつりのないようお願いします）とホーム利用者の
　　　　会会費500円（前期で未登録者のみ納入してください）
※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受付け致しません。

～お知らせ～
中野市勤労青少年ホームのＨＰでは、利用者の会の活動やサークル活動等を掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。ホームページアドレスはこちら↓
http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

お問い合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269（22）2691（土・日・祝日を除く午後１時～ 10 時）

E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp

平成２１年度　後期講座　受講生募集！！
いずれの講座も初心者大歓迎！！お気軽にどうぞ！！

講　座　名 曜日・回数 教材費 定　員 内　　　　　容

華　　道

１０/２７～10回

火曜日（第2、4週）

午後6時30分～

10,000円 12名

時間内に３０～４０分程度受講すればいいの
で時間の融通がききます。何か始めたい方は
是非この機会に！！
講師　清水　ちづ子先生

エアロビクス

１０/２１～10回

毎週水曜日

午後7時30分～

210円

（傷害共済）
25名

日ごろの運動不足の解消にいかがですか。寒
い時期だからこそ、動いて、良い汗を流しま
しょう！当ホーム、人気の講座です。
講師　湯本　文恵先生

書　　道

１０/２８～８回

水曜日（第2、4週）

午後7時～

1,540円 15名

本格的な書道が初心者から上級者まで楽しめ
ます。美しい筆文字は一生の財産です。丁寧
に教えてくださいますので安心です。
講師　湯本　ヒサ子先生

筆ペン

（婦人の家と共催）

１１/４～６回

水曜日（第1、3週）

午後7時～

実　費 　8名
お持ちの筆ペン（墨汁内蔵の筆）で簡単に始
められます。ご祝儀袋・のし・ハガキなど日
常的な書道を教えていただきます。

バドミントン

１１/４～10回

毎週水曜日

午後7時30分～

210円

（傷害共済）
16名

シャトルを追いかけ、白熱した試合に時が経
つのも忘れてしまうほどです。当ホーム、人
気の講座です。
講師　矢野　明博先生他

茶　　道

１０/２２～１０回

木曜日（第2、4週）

午後7時～

2,500円 15名

お抹茶・お菓子が大好きな方、正座が苦手な方
まで大丈夫。作法も丁寧に教えてくださいま
すので初心者でも安心です。～男性大歓迎～
講師　市川　久子先生

ピラティス

１０/２２～９回

毎週木曜日

午後7時30分～

210円

（傷害共済）
20名

おなかや骨盤周りを意識し、身体に余計な負
担をかけず胴体部分が鍛えられます。基本か
らしっかりと覚えましょう。
講師　宮﨑　栄子先生

みんなで

しゃべら

ナイト！

１０/２９～９回

木曜日（第2、4週）

午後7時～

実　費 16名

海外旅行が趣味の方や海外旅行を！と考えて
いる方々にお薦めです！！一人では不安…と
いう方も安心。講師が優しく指導してくださ
います。
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働く婦人の家は・・・
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設
です。
◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催し
たり、職業生活や家庭生活に関する相談を受けます。
◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場としてご利用
いただけます。

　今回初めて開講した K
カ

a Q
キ

i L
ラ

a 講座では、
肩こり、腰痛などに効果のあるエクササイズを
教えていただきました。関節が柔らかくなった
と実感されたのではないでしょうか。

　郷土料理講座では、おやき・笹ずしなど教え
ていただきました。簡単においしく出来ました。
ホームページにレシピが載っていますので、ご
家庭でもチャレンジしてみてはいかがでしょうか。

　もみじの会は、先生のご指導でハガキ、和紙等
に題材の絵または筆遊びの文字を気楽に描いたり
します。是非、仲間に入ってやってみませんか。
　活動日は、毎月第３木曜日夜７時からです。

　七宝焼きの会は、七宝の名のとおり七つの宝の
様にきれいに輝く作品です。アクセサリー、額入
れ、携帯ストラップ等い
ろいろ。興味のある方、
前にやったことのある方
見学にいらしてください。
　活動日は、毎月第１・３
火曜日夜７時からです。

仲 間 募 集 !!

　美肌メイク講座では、ビューティーアドバイ
ザーの方を講師に迎え、洗顔、化粧水、保湿など
のスキンケアやたるみ防止のマッサージからフ
ルメイクまで５回に分けて教えていただきました。

 21年度前期講座の様子

様にきれいに輝く作品です。アクセサリー、額入
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平成21年度 後期講座 受講生募集!!

◎募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方
◎受　講　料…無料（ただし、各講座の教材費は受講者負担）
◎申 込 方 法…10月９日㈮夜７時以降、電話（仮受付）で必ず本人がお申し込みください。　　　
　　　　　　　１人２講座まで受講可能です。なお、定員になり次第、締め切らせていただきます。

※各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家
中野市三好町１－４－27　TEL （22）2691 

　講座、サークルの
申し込み・問い合わせ

（土・日・祝日を除く午後１時～10時）

講座名 日程・時間 定員 教材費 内容

職
業
講
座

筆ペン
（勤青ホームと共催）

１１月４日から６回
第１・３水曜日
午後７時から

8 なし
年賀状・冠婚葬祭の表書きや記帳など実用的に使
う字がきれいに書けたらいいと思いませんか。

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
１０月２２日から６回
第２・４木曜日
午後７時から

26 なし
簡単な体操と調整（整体）を行い、全身の筋力の
バランスを整えながら強化をして『正しい姿勢』
へ！

ママピラティス
１１月１１日から６回
毎週水曜日
午前１０時半から

15 なし
産後すぐの緩んだ腰周りのリセットのコツを習い
ましょう。託児はありませんが、おおむね１２カ月ま
でのお子さん連れOKです。講師は宮﨑先生です。

Ka　Qi　La　
カ　キ　ラ

１１月１１日から６回
毎週水曜日
午後７時から

30 なし

宮﨑講師による関節（Ka）への働きかけで機能
（Qi）が改善し、体が楽（La）になるヨガス
タイルのエクササイズです。肩こり・腰痛・体の
硬い方是非体験してみてください。

生
活
講
座

美肌メイク
１０月２3日、１１月２7日、１２月
１8日、１月２２日、２月２6日
の５回　午後７時から

16 5２5円
洗顔からメイクまで年齢に応じたテクニックを学
び、好感度アップを目指しましょう。現在お使い
のメイク道具をお持ちください。

パッチワーク
１０月3０日、１１月６・２０日、
１２月４・１7日の５回

午後７時から
16 3,０００円

ボータイの手提バックを教えていただきます。細
かな作業ですが、先生が丁寧に指導してください
ます。秋の夜長にいかがですか。

着物の着付け
１０月２8日から９回　
毎週水曜日　
午後７時から

20 なし
着付けの基本の浴衣から小紋まで教えていただき
ます。年始のご挨拶・初詣はお着物で出掛けませ
んか。

茶道（裏千家）
１０月２９日から８回
第１・３・５木曜日
午後７時から

12 ２,０００円
薄茶の点てかた、飲み方、立ち居振る舞い（お辞
儀、ふすまの開け閉め）など、基本から盆略手
前・薄茶平点前を教えていただきます。

料
理
講
座

手作りの
おやつ作り

１１月２5日
水曜日

午後２時から
16 5００円

お菓子屋さんのご主人に簡単に出来るおやつの作
り方を教えていただきます。

季節料理
１２月１０日、１月１4日

木曜日　
午後７時から

16 １,２００円
１２月は、おせち（栗きんとん・たづくり・なま
す）と赤飯。１月は恵方巻きとさくら餅を教えて
いただきます。

そば打ち体験
１２月４日　
金曜日　
午後７時から

12 １,4００円
自分で打ったお蕎麦は長さ、太さが違ってもおい
しいですよね。５人分できますので、持ち帰って
ご家族で味わってみませんか。



　

三
月
に
行
な
わ
れ
た
農
業
委
員

の
改
選
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
長

に
選
任
さ
れ
、
そ
の
責
務
の
重
大

さ
に
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。
今
回
、
三
十
一
名
の
農
業
委

員
が
新
た
に
選
任
さ
れ
、
大
変
心

強
く
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
「
明
日
の

農
業
を
守
る
」
と
し
て
の
か
じ
取

り
を
誤
ら
ず
に
運
営
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
日
本
農
業
を
取
り
巻
く
情

勢
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増
し
一
刻

の
猶
予
も
出
来
な
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
お
り
ま
す
。
食
料
自
給
力
、

自
給
率
の
向
上
対
策
の
ほ
か
、
担

い
手
、
経
済
安
定
対
策
、
鳥
獣
被

害
対
策
、
中
山
間
地
域
等
振
興
対

策
、
食
の
安
全
・
安
心
確
保
と
食

育
の
推
進
に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
共
農
業
委
員
会
は
「
か
け
が

え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、

力
強
い
農
業
を
つ
く
る
『
架
け
橋

』
」
と
の
組
織
理
念
の
も
と
に
、

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
、
担
い

手
の
確
保
育
成
に
向
け
「
新
農
地

と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
「
農
地
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布

さ
れ
、
そ
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運

用
に
向
け
た
農
業
委
員
会
の
活
動

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
事
が
必
要

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
業
を
志
す
者
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
農
業
を

愛
し
、
地
域

を
愛
し
て
任

務
を
ま
っ
と

う
し
て
ま
い

り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

中
野
市
農

業
に
幸
多
か

ら
ん
事
を
祈

り
つ
つ
、
ご

あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

１　農業委員会だより

平成 21 年 10 月 1日
第 38 号

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長　
　

竹  

内  

本  

芳

▲竹内会長

中 野 市 農 業 委 員 構 成 委 員 名 簿
平成21年4月1日

会　　長 竹内　本芳 会長代理 海野　鐵治
○部会構成（議席番号順）

農 地 部 会 農 政 部 会 振 興 部 会
部　会　長 浦野　正道 三井　善登 小島辰比古
部会長代理 坂本　秀穂 小林　成雄 永沢　清生
委　　　員 武田　広幾 丸山　隆久 小林　健一

〃 小林　利雄 市川　益男 渡辺　良雄
〃 中島　毅　 浅沼　泉　 清水　益夫
〃 中村　秀人 竹内　本芳 神田　一枝
〃 小林　正英 長針　勝　 北村　忠彦
〃 高橋　幸造 海野　鐵治 栗林　一宏
〃 清水　栄治 池田　好明 阿藤　博文
〃 土屋　好文 小泉　俊一 田尻　隆子
〃 中山日出太郎 ― ―
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遊
休
荒
廃
地
解
消
に
努
力

　

今
年
の
四
月
よ
り
農
政
部
会
に

所
属
い
た
し
ま
し
た
。
大
変
微
力

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

指
導
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
の
使
命
は
、
私
が
言

う
ま
で
も
な
く
、
地
域
農
業
の
発

展
と
振
興
、
活
性
化
で
す
。
三
年

前
よ
り
、
き
の
こ
の
通
年
栽
培
を

や
め
、
遊
休
荒
廃
を
利
用
し
て
、

ア
ス
パ
ラ
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
何
し
ろ
ア
ス
パ
ラ
栽
培
は

初
め
て
で
す
の
で
、
技
術
員
と
の

話
し
合
い
の
毎
日
で
す
。

　

今
年
度
の
農
政
部
会
事
業
計
画

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
政
懇
談
会
の
開
催
お
よ
び
各

種
懇
談
会
へ
の
参
加

・
中
野
市
長
と
農
業
委
員
の
懇

農
政
部
会
長　

三
井　

善
登　

談
会
を
六
月
二
十
五
日
に
開

催
致
し
ま
し
た
。

・
各
種
団
体
と
の
懇
談

②
認
定
農
業
者
の
普
及
推
進

③
農
業
者
年
金
へ
の
加
入
推
進

・
農
業
年
金
新
制
度
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
事
業
推
進
、

全
国
十
万
人
達
成
の
た
め
農

業
委
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
と
も

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・
家
族
経
営
協
定
の
推
進
な
ら

び
に
女
性
農
業
者
の
加
入
促

進

④
全
国
農
業
新
聞
の
普
及

・
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
検

討
し
、
一
般
農
家
向
き
に
な

る
よ
う
要
望
し
な
が
ら
普
及

に
努
め
て
い
ま
す
。
是
非
と

も
多
く
の
農
家
の
皆
様
に
ご

購
読
し
て
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⑤
市
内
、
近
隣
市
町
村
の
視
察
研

修・
農
業
委
員
と
し
て
の
意
識
改

　

革
と
向
上
の
た
め
。

⑥
そ
の
他
必
要
な
活
動
と
し
て
市

が
主
催
す
る
事
業
に
つ
い
て
参

加
し
ま
す
。

農
地
部
会
長
の
抱
負
と
部
会
の
事
業
に
つ
い
て

農
地
部
会
長　

浦
野　

正
道

　

今
年
四
月
よ
り
農
地
部
会
長
と

な
り
ま
し
た
。
大
変
、
浅
学
非
才

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

指
導
、
ご
協
力
、
ま
た
、
ご
忠
告

な
ど
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
、
地
方
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

中
山
間
地
で
は
限
界
集
落
の
増
加

の
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
農

産
物
価
格
は
低
迷
し
続
け
、
と
も

か
く
農
業
経
営
が
成
り
立
た
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

先
の
総
選
挙
で
、
新
し
い
時
代

の
始
ま
り
を
予
感
さ
せ
ま
す
。
と

り
わ
け
農
業
再
生
へ
の
期
待
が
高

ま
り
ま
す
。
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
創
設
に
よ
り
、
若
者
が
職
業
の

選
択
と
し
て
、
土
地
利
用
型
の
農

業
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
産
業
の
原
点
で
あ
る

農
業
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
農

地
部
会
が
担
う
仕
事
の
ひ
と
つ
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
耕
作
放
棄
地

の
調
査
②
遊
休
農
地
対
策
③
農
地

の
無
断
転
用
の
防
止
策
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
我
が
中
野
市
で
は
遊
休

荒
廃
農
地
が
四
百
三
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
の
活
動
に
よ
り
、
わ
ず
か
で
も

遊
休
荒
廃
農
地
の
拡
大
に
歯
止
め

を
か
け
、
中
野
市
農
業
が
再
生
す

る
礎
の
一
部
を
担
う
こ
と
が
で
き

た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

振
興
部
会
の
取
り
組
み

　

耕
作
者
の
地
位
確
保
と
食
料
の

安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
農
地
法

の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
地
転
用
の
厳

振
興
部
会
長　

小
島 

辰
比
古

格
化
、
農
地
の
賃
借
に
か
か
わ
る

規
制
の
見
直
し
、
農
地
の
面
的
な

利
用
集
積
を
図
る
事
業
の
創
設
な

ど
土
地
の
有
効
利
用
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
後
継
者
不

足
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど

の
原
因
で
、
潜
在
的
に
遊
休
農
地
、

荒
廃
農
地
が
年
々
増
加
の
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
中
野
市
で
も
平

成
二
十
年
の
調
査
で
四
百
三
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
振
興

部
会
は
、
産
業
と
し
て
安
定
を
目

指
し
て
本
年
の
事
業
計
画
を
立
て

▲キクイモ収穫の様子

多
く
の
人
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
、

中
野
市
の
農
業
振
興
の
一
助
に
な

れ
れ
ば
と
考
え
、
次
の
計
画
を
立

て
ま
し
た
。

①
農
業
農
村
の
振
興
活
動

②
遊
休
荒
廃
農
地
対
策

・
委
員
会
と
し
て
遊
休
農
地
に
試

験
栽
培
と
し
て
キ
ク
イ
モ
を
導

入
し
、
中
野
市
の
名
産
品
に
す

べ
く
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

・
特
に
、
キ
ク
イ
モ
の
利
用
方
法

の
拡
大
と
販
路
開
拓
に
重
点
を

お
き
な
が
ら
、
農
家
へ
の
普
及

を
考
え
て
い
ま
す
。

③
利
用
権
設
定
の
推
進
を
図
る

④
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積

推
進
に
努
め
る

⑤
部
会
員
の
研
修
の
機
会
を
設
け 

　

る
等
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市
長
と
の
農
政
懇
談
会

Ｑ
、
少
子
高
齢
化
で
、
農
業

後
継
者
不
足
。
今
後
の
考

え
に
つ
い
て

Ａ
、
現
在
、
本
市
の
認
定
農
業
者

数
は
四
百
五
十
七
人
名
を
数
え
、

近
隣
市
町
村
と
比
較
し
た
場
合
、

対
人
口
比
率
で
は
き
わ
め
て
高

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
北

信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

調
査
に
よ
る
と
、
平
成
二
十
一

年
度
の
新
規
就
農
者
数
は
十
九

名
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
も
県
、
農
協
等
関
係
機

関
と
連
携
し
、
更
な
る
支
援
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
市
民
農
園
の
増
設
に
つ

い
て

Ａ
、
市
民
農
園
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
て
の
区

画
（
百
十
四
区
画
、
一
区
画

五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
年
度
、
市
民
を
対
象
と
し

た
市
民
農
園
の
利
用
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、今
後
の
新
規
開
設
や

運
営
方
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　毎年実施している市長さんとの農政懇談会を、今年は６月25日市長さんをはじめ
経済部長、農政課・売れる農業推進室の係長以上の皆さんを交えて開催しました。
　まず、市長さんに講話をいただき、その後、市の事業概要の説明後、三井農政部
会長を座長に懇談会を開催しました。
　委員からの質問・要望事項および市の回答につきましては、下記のとおりです。

Ｑ
、
キ
ノ
コ
は
、
中
野
市
の

基
幹
品
目
の
一
つ
に
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
廃
オ
ガ
の

処
分
に
つ
い
て
。
市
と
し

て
の
考
え
に
つ
い
て

Ａ
、
廃
オ
ガ
な
ど
の
「
キ
ノ
コ
の

使
用
済
み
培
地
」
に
つ
い
て
は
、

堆
積
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が

あ
り
、
そ
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
中
野
市
循
環
農
業
推
進

協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
有
機
資

源
を
有
効
利
用
す
る
体
制
づ
く

り
が
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
　

本
市
で
は
、
今
年
度
「
中
野

市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

を
策
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
、
市
の
基
幹
産
業
で

　

あ
る「
キ
ノ
コ
」の
生
産
過
程
か

　

ら
排
出
さ
れ
、廃
棄
物
系
の
バ

イ
オ
マ
ス
の
大
半
を
占
め
る「

　

キ
ノ
コ
の
使
用
済
み
培
地
」の
有

効
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
検
討
さ
れ
た
経
過
が
あ

り
ま
す
が
、
採
算
面
等
で
困
難

で
あ
り
実
用
化
は
困
難
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
技
術
革
新
が
進
ん

で
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

ペ
レ
ッ
ト
化
に
つ
い
て
は
、

取
り
組
ん
で
お
り
ま
せ
ん
が
、

固
形
燃
料
化
に
よ
る
加
温
ハ
ウ

ス
の
補
助
燃
料
と
し
て
研
究
、

　

実
証
試
験
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
、
農
業
後
継
者
の
確
保
と
、

今
後
の
中
野
市
農
業
に
つ

い
て

Ａ
、
本
市
で
は
、
認
定
農
業
者

の
要
件
を
就
農
日
数
で
年

二
百
七
十
日
以
上
、
所
得
額
で

年
五
五
〇
万
円
以
上
と
定
め
、

重
点
的
に
支
援
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
担
い
手
農

家
の
労
働
時
間
、
所
得
水
準
を

市
内
他
産
業
並
み
に
確
保
で
き

る
体
制
を
目
指
す
と
と
も
に
、

担
い
手
が
農
業
生
産
の
大
部
分

を
担
え
る
農
業
構
造
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
の

カ
タ
ロ
グ
、
ひ
な
祭
り
、

バ
ラ
ま
つ
り
な
ど
で
の
、

中
野
市
農
産
物
へ
の
県
外

の
客
の
反
応
、
商
談
成
立

な
ど
に
つ
い
て

Ａ
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
で
企
画
、

産
業
公
社
で
発
行
し
て
い
る
ギ

フ
ト
カ
タ
ロ
グ
の
利
用
者
は
、

半
数
以
上
が
ふ
る
さ
と
信
州
中

　

野
会
な
ど
市
外
の
方
で
あ
り
ま

す
。

　
　

ひ
な
祭
り
、
バ
ラ
ま
つ
り
な

ど
市
内
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
直

売
、
消
費
宣
伝
で
は
本
市
農
産

物
の
魅
力
を
十
分
に
お
伝
え
で

き
、
本
市
農
産
物
の
イ
メ
ー
ジ
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海
野
　
鐵
治

　

第
三
代
中
野
市
の
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
は
本
年
三
月

一
日
に
執
行
さ
れ
、
第
一
選
挙

区
第
二
選
挙
区
と
も
、
無
投
票

当
選
と
な
り
ま
し
た
。
推
薦
委

員
を
含
め
三
一
名
に
よ
り
役
員

構
成
・
事
業
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
本
紙
に
記
載

し
た
と
お
り
で
す
。

　

本
年
四
月
一
日
か
ら
「
知
事

の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理

の
特
例
に
よ
る
条
例
」
に
よ
り
、

農
地
の
権
利
の
移
動
・
転
用
な

ど
の
許
可
を
市
農
業
委
員
会
が

施
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
農
地
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
、
第
一
七
一
国
会

で
成
立
し
、
本
年
六
月
二
四
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
公
布
の

日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
概
要
は
、
転
用

期
待
の
抑
制
、
賃
借
等
に
よ
る

利
用
の
促
進
等
で
す
。
施
行
時

に
は
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
農
業
委
員
会
だ
よ

り
の
編
集
（
企
画
）
担
当
は
、

小
林
成
雄
・
坂
本
秀
穂
・
永
沢

清
生
・
海
野
鐵
治
の
各
委
員
が

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

ア
ッ
プ
、
購
入
意
欲
の
向
上
に

寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
バ
ラ
ま
つ
り
の
宣
伝
の

一
環
で
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の

フ
ィ
ル
ム
印
刷
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ン

を
中
野
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
フ
ィ
ル
ム
広

告
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
が
統
一

規
格
で
作
成
し
て
い
る
、
え
の

き
茸
二
〇
〇
グ
ラ
ム
用
の
包
装

フ
ィ
ル
ム
の
一
角
に
本
市
の
広

告
を
刷
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
り
、

そ
の
大
き
さ
、
場
所
、
色
等
の

制
約
が
あ
り
ま
す
。
包
装
フ
ィ

イ
ル
ム
播
、
ブ
ラ
ン
ド
を
消
費

者
に
伝
え
る
大
切
な
ア
イ
テ
ム

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

当
面
は
、
現
状
の
取
り
組
み

に
よ
り
中
野
市
の
魅
力
を
多
く

の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
豊
田
地
区
は
、
行
政
と

Ｊ
Ａ
が
別
で
あ
り
行
政
と

Ｊ
Ａ
の
ね
じ
れ
現
象
は
、

大
変
混
迷
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
行
政
と
し
て

の
お
考
え
は

Ａ
、
本
市
に
は
「
Ｊ
Ａ
中
野
市
」

が
所
管
す
る
地
域
と
「
Ｊ
Ａ
北

信
州
み
ゆ
き
」
が
所
管
す
る
地

域
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ

Ａ
が
独
自
の
方
針
を
掲
げ
、
事

業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

農
産
物
の
出
荷
、
販
売
に
つ

き
ま
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
方
法
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　
　

Ｊ
Ａ
の
所
管
区
域
、
事
業
方

針
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
が

定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政

が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
、
農
家
一
戸
当
た
り
の
所

得
は
、
年
々
減
少
を
た
ど

る
一
方
で
す
。
後
継
者
や

担
い
手
農
業
育
成
の
行
政

支
援
に
つ
い
て

Ａ
、
後
継
者
や
担
い
手
農
業
育
成

に
は
、
市
独
自
の
新
規
就
農
者

支
援
事
業
に
よ
る
新
規
後
継
者
、

新
規
参
入
者
等
支
援
の
ほ
か
、

　

中
野
市
農
業
経
営
改
善
支
援

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
担
い
手
農

業
者
等
の
経
営
能
力
の
向
上
を

図
る
た
め
の
複
式
簿
記
の
基
礎

お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
簿
記
操
作
の

講
習
等
支
援
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
農
業
委
員
お
よ
び
中
野
市

の
農
業
の
発
展
に
対
す
る
有
意
義

な
懇
談
会
に
な
り
ま
し
た
。
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西
部
公
民
館
は
９
月
12
日(

土)

、
身
近

な
草
花
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
「
初
秋
の
里
山
薬
草
観
察
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

雨
模
様
の
天
気
の
な
か
11
名
が
参
加
し
、

浜
津
ヶ
池
周
辺
を
講
師
の
須
山
正
男
先
生

(

長
野
県
薬
草
指
導
員)

と
一
緒
に
、
ヨ
モ

ギ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
ユ
ク
サ
な
ど
約
30
種
類

の
草
花
を
採
集
し
、
効
能
な
ど
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

身
近
に
あ
る
草
花
を
手
に
須
山
先
生
が

説
明
し
、
参
加
者
は
写
真
撮
影
や
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
春
夏
秋
冬
で
違
っ
た

草
花
が
有
る
の
で
、
年
間
を
通
し
て
開
講

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
る
な

ど
、
身
近
な
草
花
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

あおぞら
　

３
時
間
14
分
13
秒
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
夏
「
小
布

施
見
に
マ
ラ
ソ
ン
」
で
21
キ

ロ
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
人

生
初
挑
戦
し
た
と
き
の
記
録

だ
。
と
て
も
遅
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
、
ふ
だ
ん
走

る
ど
こ
ろ
か
、
歩
く
こ
と
に
さ
え
縁

遠
い
生
活
を
し
て
い
る
40
代
半
ば
の

メ
タ
ボ
な
私
に
と
っ
て
は
、
す
ご
い

記
録
。
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
れ
は

「
ゴ
ー
ル
し
た
」
と
い
う
証
な
の
だ
。

　

Ｇ
Ｗ
の
頃
か
ら
毎
日
30
分
以
上
、

休
日
に
は
１
時
間
以
上
の
走
り
込
み

を
し
た
。
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
本
番
に
臨
ん
だ
。

　

13
キ
ロ
過
ぎ
ま
で
は
我
な
が
ら
快

調
な
ペ
ー
ス
で
走
れ
た
。
し
か
し
、

15
キ
ロ
辺
り
か
ら
、
膝
、
続
い
て
股

関
節
が
悲
鳴
を
上
げ
始
め
た
。
ラ
ス

ト
１
キ
ロ
は
、
尋
常
で
な
い
激
痛
に

耐
え
な
が
ら
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
走

っ
た
。
ゴ
ー
ル
の
テ
ー
プ
を
切
っ
た

と
き
に
は
、
ま
さ
に
ラ
ン
ナ
ー
ズ

“
灰
”
状
態
だ
っ
た
。
か
ら
だ
は
ボ

ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
が
、
自
分
の
中
に
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
ゴ
ー
ル
す
る
能
力

が
あ
っ
た
驚
き
で
心
の
中
は
え
も
い

わ
れ
ぬ
達
成
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
自
分
の
中
に

眠
っ
て
い
る
可
能
性
を
引
き
出
せ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
世
界
を
垣
間
見
れ
た
、
中
身

の
濃
い
有
意
義
な
３
時
間
だ
っ
た
。

（
Ｔ
2
）

１ 文化なかの /09.10

・
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ

・
公
民
館
グ
ル
ー
プ
紹
介

初
秋
の
里
山
薬
草
観
察
講
座

身近な草花に親しむ

～草花を手に取り説明する講師と受講生～
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の

体験取材

秘密基地で食べるカレーは最高！

ふるさと冒険クラブ
　

中
野
市
ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
は

５
、
６
の
２
日
間
、
北
信
濃
ふ
る
さ
と

の
森
文
化
公
園
で
「
あ
つ
ま
れ
！
ふ
る

さ
と
山
賊
団
～
秘
密
基
地
で
大
戦
（
お

お
い
く
さ
）
」
を
開
い
た
。

　

小
・
中
学
生
38
人
が
参
加
し
、
自
然

体
験
を
し
な
が
ら
１
泊
２
日
の
キ
ャ
ン

プ
を
楽
し
み
、
秘
密
基
地
づ
く
り
な
ど

に
挑
戦
し
た
。

　

秘
密
基
地
は
、
公
園
内
の
木
々
を
利

用
し
て
製
作
。
ブ
ラ
ン
コ

を
つ
く
っ
た
り
と
夢
中
で

作
業
し
て
い
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
カ
レ

ー
の
食
材
を
ゲ
ー
ム
形
式

で
集
め
る
「
食
材
ゲ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
行

っ
た
。
深
夜
は
、
夜
の
森

を
探
検
す
る
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
。
翌
朝

は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
カ
ー
ト
ン

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
も
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
は
水
鉄
砲
で
大
合
戦
。
相
手
の

基
地
の
的
を
め
が
け
て
水
を
打
ち
、
び

し
ょ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら
、
勝
敗
を
競

っ
て
い
た
。

　

今
回
、
初
め
て
中
野
立
志
館
高
校
２

年
の
女
子
生
徒
８
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
た
。
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
先
頭
に
立
ち
、
子
ど

も
た
ち
も
高
校
生
の
お
姉
さ
ん
と
楽
し

く
遊
ん
で
い
た
。

あ
つ
ま
れ
！
ふ
る
さ
と
山
賊
団

高校生といっしょにゲームを楽しむ子どもたち

　
行
政
、
学
校
、
地
域
一
体
の
教
育
を

目
標
に
、
平
成
12
年
度
に
旧
豊
田
村
で

始
ま
っ
た
。

　
事
務
局
を
市
役
所
内
に
置
き
、
計
画

は
公
募
に
よ
る
市
民
実
行
委
員
が
行
っ

て
い
る
。

　
春
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
夏
の
キ
ャ

ン
プ
に
続
き
、
秋
以
降
は
昔
の
遊
び
大

会
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
大
行
進
、
キ
ノ
コ
狩

り
、
料
理
教
室
、
雪
上
運
動
会
な
ど
を

企
画
し
て
い
る
。

　
実
行
委
員
も
募
集
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
、
中
野
市
豊
田
支
所
地
域
振

興
課
内
事
務
局
☎
38
・
３
１
１
１
へ
。

中
野
市

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ

水鉄砲合戦は相手の基地を攻撃
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「
絵
が
描
け
た
ら
い
い
な
、
で
も
絵

心
が
な
い
か
ら
無
理
だ
」
と
思
っ
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

「
三
原
色
の
会
」
は
、
松
本
キ
ミ
子

さ
ん
の
「
誰
で
も
楽
し
く
絵
が
描
け

る
」
と
い
う
公
民
館
の
講
演
会
を
機
に

作
り
ま
し
た
。

　

キ
ミ
子
さ
ん
は
﹃
キ
ミ
子
方
式
﹄
と

い
う
絵
の
描
き
方
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
構
図
を
決
め
て
か
ら
輪

郭
を
描
き
、
色
を
ぬ
る
今
ま
で
の
描
き

方
と
全
く
逆
で
す
。
三
原
色
と
白
だ
け

で
色
を
作
り
、
輪
郭
を
と
ら
ず
始
め
の

一
点
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
隣
へ
隣
へ
と

描
き
進
め
て
い
き
ま
す
。
画
用
紙
が
余

れ
ば
切
り
、
足
り
な
け
れ
ば
足
し
て
、

構
図
は
最
後
に
決
め
ま
す
。
描
く
モ
デ

ル
も
、
も
や
し
、
イ
カ
、
毛
糸
の
帽
子

な
ど
、
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。
こ
の

方
法
な
ら
ば
絵
が
苦
手
と
思
っ
て
い
る

人
で
も
楽
し
く
描
け
ま
す
。

　

「
絵
筆
を
持
つ
な
ん
て
子
ど
も
の
時

以
来
」
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

し
、
今
は
小
学
生
か
ら
60
代
の
方
ま
で

が
、
個
々
人
に
応
じ
た
テ
ン
ポ
で
描
い

て
い
ま
す
。
﹃
絵
は
「
自
由
に
描
く
」

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
由
に
な
る

た
め
に
絵
を
描
く
」
の
で
す
﹄
こ
れ
は

キ
ミ
子
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
そ
ん
な
風

に
絵
を
描
い
て
い
け
た
ら
ス
テ
キ
だ
な

と
思
い
ま
す
。

　

「
三
原
色
の
会
」
は
、
毎
月
第
２
土

曜
日
午
前
９
時
半
か
ら
午
後
１
時
頃
ま

で
北
部
公
民
館
会
議
室
で
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
お
気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
（
入
会
・
お
問
い
合
わ
せ

は
北
部
公
民
館
☎
26
・
０
６
７
７
へ
）

　

名
前
か
ら
す
る
と
何
を
し
て
い
る
仲

間
た
ち
な
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た

ち
は
長
年
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
や
っ
て
ま

す
。

　

年
代
は
40
代
か
ら
60
代
と
、
幅
広
い

仲
間
で
楽
し
く
愉
快
に
、
腹
の
底
か
ら

笑
い
合
い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

初
め
て
顔
を
合
わ
す
人
で
も
す
ぐ
に

溶
け
込
み
、
徐
々
に
上
手
に
な
っ
て
い

く
ん
で
す
。
体
を
動
か
し
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
り
な
が
ら
、
週
１
回
気
分
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
、
明
日
へ
の
活
力
源
で
す
。　

ま
た
、
年
に
２
、
３
回
食
事
会
に
行

っ
た
り
、
お
互
い
の
情
報
交
換
を
し
た

り
、
譲
り
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
週
火
曜
日
（
10
時
～
12
時)

西
部

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（
Ａ
・
Ｋ
）

三
原
色
の
会 

〜
北
部
公
民
館
〜

す
み
れ
の
会 

〜
西
部
公
民
館
〜

公民館グループ紹介

私たちと一緒に楽しみましょう！

今日のモデルはカメ

毎週火曜日にビーチバレーを楽しんでいます



４

　

江
戸
時
代
、
人
々
は
困
っ
た
問
題

が
お
き
た
と
き
、
救
済
を
求
め
て
寺

へ
駆
込
ん
だ
。
寺
入
・
欠
入
・
山
林

と
も
い
う
。
明
和
八
年（
一
七
一
二
）

五
月
、
三
年
前
に
嫁
い
だ
江
部
村
の

「
き
わ
」
は
、
剃
髪
（
出
家
）
を
し

た
い
と
金
井
村
本
水
寺
へ
欠か

け

入い
り

し
た
。

寺
か
ら
の
知
ら
せ
で
「
き
わ
」
の
親

元
は
、
若
年
の
剃
髪
で
は
気
の
毒
な

の
で
、
実
家
で
引
取
る
こ
と
に
し
た
。

剃
髪
は
名
目
で
、
本
当
は
離
縁
し
た

い
た
め
に
本
水
寺
へ
駆
け
込
み
、
実

家
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
弘
化
四
年
（
一
七
九
一
）

九
月
、
田
中
村
安
代
へ
奉
公
勤
め
に

だ
さ
れ
て
い
た
「
せ
つ
」
は
、
奉
公

勤
め
が
難
儀
な
の
で
、
親
元
へ
帰
ろ

う
と
家
出
し
た
。
し
か
し
、
親
元
は

遠
い
の
で
、
本
水
寺
へ
駆
け
込
み
救

済
を
求
め
た
。
寺
は
奉
公
先
と
話
し

合
い
、「
せ
つ
」
の
年
季
一
年
を
本

水
寺
が
貰
い
受
け
る
と
い
う
こ
と

で
、「
せ
つ
」
は
奉
公
勤
め
に
戻
っ
た
。

寺
の
計
ら
い
で
「
せ
つ
」
の
奉
公
年

季
は
一
年
短
縮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

寺
は
俗
世
間
と
は
別
の
立
場
で
、

人
々
の
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
た
。

し
か
も
、「
き
わ
」
と
「
せ
つ
」
自

分
の
村
の
寺
で
も
な
く
、
旦
那
寺
で

も
な
い
本
水
寺
へ
駆
け
込
ん
で
い
る
。

本
水
寺
は
広
く
駆
込
み
を
受
け
入
れ

た
寺
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。（河

野　

實
）

　

金
井
区
は
、
中
野
市
平
岡

地
区
に
位
置
し
、
世
帯
数
は

２
４
０
戸
を
超
え
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
店
な
ど
も
近
く
、
便
利
で

住
み
や
す
い
地
区
で
す
。

　

分
館
事
業
は
正
月
の
ど
ん
ど

焼
き
、
区
民
運
動
会
、
花
火
大

会
、
敬
老
祝
賀
会
、
笛
太
鼓
教

室
、
祭
礼
、
文
化
祭
、
ど
ん
ど

焼
き
の
柱
の
切
り
出
し
、
人
権

教
育
懇
談
会
、
経
済
講
座
、
農
政
講

座
、
三
世
代
交
流
、
館
報
発
行
で
す
。

区
民
の
協
力
で
、
子
ど
も
か
ら
年
輩

ま
で
楽
し
め
る
活
動
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
花
火
大
会
ま
で

無
事
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

行
事
の
時
は
、
天
気
や
参
加
者
数

を
心
配
し
た
り
と
気
を
も
み
ま
す
が
、

幸
い
大
勢
参
加
し
、
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
は
９
月
の
敬
老
祝

賀
会
に
向
け
、
準
備
に
入
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
行
事
が
沢
山
あ
り
、
特

に
祭
礼
と
文
化
祭
は
大
き
な
行
事

で
す
。
祭
礼
は
氏
子
総
代
を
は
じ

め
、
保
存
会
、
祭
祀
団
、
雅
楽
、

角
力
と
、
区
民
が
役
割
を
分
担
し

て
準
備
し
ま
す
。
特
に
、
金
井
の

大
灯
篭
は
と
て
も
立
派
な
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
見
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

　

分
館
活
動
は
区
民
の
「
知
恵
」
と

「
力
」
を
借
り
、
地
域
の
伝
統
文
化

金 井 分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

駆
込
寺  

本
水
寺

　
「
第
８
回
晋
平
の
里
ま

つ
り
」

  

「
Ｊ
Ａ
日
野
支
所

ま
つ
り
」「
日
野
地
区
健

康
ま
つ
り
」
が
９
月
６
日

（
日
）、
日
野
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
区
か
ら
歩

い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
合

し
、
晋
平
さ
ん
の
歌
の
大

合
唱
、
の
び

の
び
健
康
体

操
、
区
対
抗

グ
ラ
ウ
ン
ド

カ
ー
リ
ン
グ

大
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は

イ
ノ
シ
シ
鍋

や
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
サ

ー
ビ
ス
、
農

産
物
の
販
売

か
ら
ゲ
ー
ム
、

を
守
り
、
後
世
に
伝
え
、
残
す
も
の

は
大
切
に
し
、
時
代
に
あ
っ
た
新
し

い
事
業
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
分
館
長　

江
口
忠
宏
）

消
防
ポ
ン
プ
車
の
試
乗
な

ど
、
誰
で
も
楽
し
め
る
コ

ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ど
こ
も

盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
勢
の
人
た
ち

が
、
保
健
補
導
員
に
よ
る

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

や
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
健
康
相
談
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。
健
康
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。

　

参
加
し
て
み
て
、
様
々

な
コ
ー
ナ
ー
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
り
、
手
軽
に

楽
し
め
た
こ
と
か
ら
、
ま

た
参
加
し
て
み
た
い
と
思

っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

分館行事を楽しむ子どもたち

声援が飛び交ったグランドカーリング

晋
平
の
里

　
　
　
ま
つ
り
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

中
央
公
民
館

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　考
パソコンサロン
＜内容＞パソコンを使って
いてわからないところを指
導員がお答えします

毎週月曜日
※祝日、年末年始を除く
13：30～ 16：30

中央公民館
団体室

NPO
新技術振興会

＜定員＞６名
＜受講料・申込み＞不要
※メニューに沿って進めるパソ
コン教室とは異なります。

公民館ギャラリー　　　　　　陶友会の陶芸展

家庭教育学級 公開講座

演題

と　き 平成21年10月17日（土）
午後１時30分～３時

ところ 中央公民館　講堂

※会場内での写真・ビデオ撮影、音声の録音はご遠慮下さい。

申込み 受付中！
託児あります

※お子様連れで会場に入
　ることはできません。

講　師 高野　優先生「マンガを描きながら話をする」
独特のスタイルでおなじみ

問合せ・申込み　中央公民館

　中野市公営結婚運営委員会は、平成６年以
降、公営結婚式の利用がなく、運営や備品管理
等に困難をきたしているため、市公民館運営審
議会を経て、今後について協議し、次のとおり
決定しましたのでお知らせします。
　①物品（衣装ほか）は無償で希望する方にお
　　譲りします。（展示会は10月29・30日）
　②資金は、公営結婚で利用した公民館で必要
　　な備品等を購入し、公民館で使用すること
　　を条件付きで中野市へ寄付します。
　③以上が終了次第、公営結婚運営委員会を解
　　散します。
　問合せ　中央公民館

中野市公営結婚運営委員会
解散のお知らせ

受講料
無料「もっともっと子育てを

　　　 楽しみましょう」

　小学生・中学生約 80 名の皆さんがミュージカルを題材とした音楽講座
に参加します。
　講師に 2009 ローズコンサート出演、ソプラノ歌手東京学芸大学准教
授嶋﨑裕美先生 ほかをお迎えし歌・ダンス・お芝居を総合した音楽表現
を体験します。
　課題曲はミュージカル『サウンド・オヴ・ミュージック』より「ドレミ
のうた」「一人ぼっちの羊飼い」・『アニー』より「トゥモロー」・『キャッツ』

第１回　11月23日（月・祝）10：30～16：30　ワークショップ
第２回　12月12日（土）　　10：30～16：30　ワークショップ
第３回　12月13日（日）　　10：30～16：00　ワークショップと参観発表会

豊田文化センター　ホール 

期日 及 時間

会　　　場

より「ジェリクルキャッツを知っているか？」です。

～ふるさとの子どもたちのすばらしい『♪ミュージカル』体験をあたたかく見守っていきましょう～

中野市中央公民館では
   子ども音楽講座

を開催します!!ミュージカルをたのしもう!!

♬

♪
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印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

季節のコラム
さ
あ
！
秋
で
す
。

秋
は
四
季
の
一
つ
で
あ
り
、
夏
の
次
…

今
年
の
夏
は
夏
日
と
言
わ
れ
る
日
が
少
な
く
日
照
不
足

で
農
作
物
に
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
秋
は
、
食

欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
一
年
で
一
番
過
ご
し
や
す

い
季
節
で
す
。

食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
野
菜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
旬
が
あ

り
ま
す
。

お
い
し
い
も
の
を
よ
り
お
い
し
頂
く
季
節
。

つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

旬
の
野
菜
と
し
て
は
薩
摩
芋
、
里
芋
、
山
芋
、
人
参
、

蓮
根
、
葉
唐
辛
子
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
年
間
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
が
手
に
入

り
ま
す
。

し
か
し
、
お
い
し
い
も
の
は
、
旬
の
時
期
に
い
た
だ
く

と
、
よ
り
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
…
。

体
を
動
か
す
に
は
最
適
の
季
節
で
す
。

メ
タ
ボ
解
消
…
？

大
い
に
体
を
動
か
し
健
康
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
！

秋の落陽／東山（シゲル）

コスモス／一本木（チッチ） うまそう／一本木（月岡尚雄）

花と季節の写真
募　  集

　

文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市

内
の
花
や
季
節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未

発
表
写
真
に
限
り
ま
す
・
四
ッ
切
り
ま
で（
ワ

イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ
ジ
タ

ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影

場
所
、花
の
名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。

匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
掲
載
は
そ
の
旨
を

お
伝
え
下
さ
い
。
随
時
募
集
し
ま
す
。

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.
nagano.jp

宛　先
秋
！
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